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大 阪 市 の 枇 曾 事 業 施 設

大阪-J! i肩上合部長 山 口 正

わが邦に jたりる枇合事業が近代的の形式と内存を備ふるに五つ? このは. 近〈大疋 7 年の

f好調米騒動以後のことに凪する。この事1 ' 1ーを一新紀元として . 従来小数慈善家の手によっ

て叉は市町村役場の J ，隅において狭少なる範悶に封し行はれ来つ fこ貧弱なる救済事業が洛

大 1l る組織と統制ある鴨系を撃へ 、E 額の貨! 刊と多数の従事L=1 ｾ ｧ 地使し Ｎ救貧、 経習時的保

護 、 失業 Ｈ呆誰、 ｬ 諸 ｦ 康保誰 、 Ｕ 己主保護 、 ｦｦ､ ｾ 合教 化等社合訟 の各方面に活動 する施設となるに

至つに。殊に本市は商工のγf 占111こる光栄を有すると同時に 、大都市として貸出その他の抗t

命的惨苦営包菰することも 亦甚fごしきの不名容を荷ひ 、施設も従って大規模ならさ' るを得

なかっ1 : 。

現に本市が鋭意その禿賓と稜展に腐心せる枇舎施設は 、現代枇舎組織の昧陥より生する

貧困を救護する所謂消極的のものよりも、等ろこれを米然に防止せんとする干六回的根本的

の防食施設である。併し如何に杭傾的徹底的の防食施設に主力をそそぐ 主はかへ、 11 のめ

fこり鋭11 : の存する以上これを傍観することは出来ないから 、これに封しでも亦述首なる施

設を必要とする のである。

本市 の救 ｪｾ ［ｪｊｬ ｊ 度はそ の 由来するところ極 め て古〈所 謂祉合事業の先日憶をな すも の といふ

べ きで、本市の窮民救助 と棄Yc養育の: rillUJ Jは共に速〈明治 7 年の太政官達凶救規則に その

淵初、を預して居り、爾来幾鎚濯の後昭和 7 年 1 FJ j  i : l から救説法に依 り( l ) 65 才以上の老

衰者、( 主 ) 13 才以下の幼者. ( 3) 航路婦 . ( 4) 不兵雌疾、疾病、傷病共の他精神又は身憾の

防局に困り持務ｾ行ふ ｬ こ故障ある者にして 、 夫 ｫｮ 悶にして生前すること能はさＧる者に到

し、 ( 1) 生活扶助、 ( 2 ) 問鋭 、( 3) 助産、( 生) 生業扶助の放設を輿へてゐるが . 本年度本施

設に計 上され＿こ費用は ＴＱ 寓徐 ｛ｩｾＱ である ，

次ぎに住居施設について説明すると、本市に於りる{ ↑ =宅問題は大正 7 - 8 年の戟時好況

時代に於ける急激なる人口の者llili 集中、建築材料の ittlJWJ 的列騰に起因する「都市{i '.宅危機 l

ｾ契機として踊土台問題化するに歪つに 。 即 ちこの絶望詩的 、 ￟Ｚ 的ｻｴ宅問題即ち ｻ ｴ 宅の不Ｎｬｻｾ

十日米し1: 大 11: 8 年 6 ):J 本市が初めて慢' 広位宅 20"* 戸、鵠Ulr 第 i 期住宅 191 戸を建て住宅燥

の絞和を l凶 札 以来次第に精築し現在貸付 (j 二宅 1，562 戸を有してゐる。

次表の立f I < 家賃 15 [HI 以下の.(1'.:お 964 戸にして、小市民1 1 ' 干に到するイ1ュ宅政策にHi : 紡をおー

い? こも のであ る。共の他 中産者のにめに月! 拭位宅 458 戸、融手n事業の小位宅として 95 戸を

経営してゐる。

V 2  

更に不良住宅即 ち質と環境の不良に恭〈住宅問題も近時やかましく論議せられるに至っ

たので 、本i li は不良住宅地匝改良法にもとづき 、昭和 2 年 ] 2 月本市[舎の議決及び同 3 年 E
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阪 1仁

格ｾ 7守 位 " E

鶴"'r 第 l JlJ1住宅

鈎 ｉｬｬｦ ｾ ～ｩ 2  j9lft '七

掘 川 住 宅

;控 崎 住 宅

Il l・ 市 住 宅

阪 放 位 宅

野イ主 F包

稲 住 宅

路 a 宅

lJ l  住 宅

:lt!! 

86 

24 

90 

lG7 

83  

45 1  2  

2  

平

総

15  

言t 464 5∞ 262 226 27 83 1，562  

月内玲大ｪＧ［Ｑ の 地 区指定に依り、昭和 Ｒ 年度より向ふ六筒年間 の 権制事業として 、 事業ｾ ｓＺ 7 10  

禽後 Ａ ｩｉｉｾ 投じ 、 天王 寺区 下寺 ＱＱ Ｑ ｝Ｂ ? - 4 丁目 、南日東 IIIJ 、北日東111]" 、 浪速匝闘谷1
1
1]" 1 - 2丁

目、 照 s11日l の各一部に跨がる約 2 寓VF. に ] ，600 徐戸 のtl ニ宅を建設する計撃を樹てにのであ

るが 、 その施行に Ｇ ｊｉ つては 地 阪内居 Ｑ ＧＱＺＺ者 の 生 ｩ ， ｲ 共 の 他 諸般の事情を考慮し綬急 Ｚｾｾ Ｎ ｉ るの要

がめつにため議定の女n< 進捗せ 子、H付[; 11 8 年度に 事業計警の 4 制を繰越すこととなっ 1: 。

いま既済、事業のf - ! 符に付 て見るに、土地の買牧 12，200 徐坪 . 建物の買収JI I?投 6/ i OO 除際、

団住者の立浪 1，Ool  Ｍｵ ｴｾ 字 、木浩住 宅建設 ＱＷ Ｘ 戸 、 織筋コング リート 集合住宅建設 ＷＲＸ 戸で

ある。これが使用料は居イ:1: 者の生前程度並に従来平均tl: 居貨を 今作j し. 可及的低廉にこれ

を定めてゐる。

本市は JtJi f去に 各種住宅の建設によってひ fこす らtl 二宅1'il tの綬和につとめてゐるが . 更に三

t l:宅含祉に針し約 300 寓凶の貸付を行って 1，171 戸の住宅を経菅せしめ 、或 は ね のtIτ 宅利

子? に針し約 826，000 徐似lの貸付ーをなして 272 戸の! : !:o宅を建設せしめてゐる。

3  7  

15  

28 5  

3'. 

主として草身の持働者そ の他の者 l : 釘しJ!¥¥料叉は低廉なるがl金で1m易にして快過な稿合

を提供し 、彼等の生前の改善と思想、の向上 に資する目的の下に、本市は現在 5 ケ所の宿泊

r!]f を? 経営してゐる。 即 ち今宮 、西野川、 偶 111]" 、長柄 、九伐宿泊所が之れで、宿泊定員は 、

]  ，729 名、宿泊料は 12 銭と 15 鋭 に分れてゐる 。 この施設に より、従来不潔なる 木賃宿、勢

働下宿に起居 しゐ? こ者が保護されてゐるわけである 。

更に特殊的な共同宿泊所として 、大阪港に 出入する海員に射し低料を以っ て. 家庭的の

温い安息、所 を興へるにめに 、最近築港に海員杭泊所を設置 して ゐる。宿泊定員は箪身者室

44、家族室 29 にして、 海上生活者 に射する 大阪市の只ーの経情的保護施設 であるが 、最近

その 一部全櫨続使用室 即ち低廉なるアパ ー トとして大阪港附近勤務省の便宜をも計ってゐ

る。

V  

f古i1lま<<1泊者に温い生析を? 骨ましむるに めに浴場、理髪所、人事相談所等を附設 し、文化

3  

的施設、福利施設をも質泊してゐるのである。



叉 、浮浪人、乞食友ぴ無宿失業者を宿泊保註す る? こめに昭和 4 年 2 月今宮保護所を設げ

昭和 7 t.f. 1 月に は大阪救護協合約一替にか〉る今官簡易宿泊所の建設を見?このであるが. 前

者は定員 Ｑ Ｒ Ｐ 名 、 後者は定員 ＳＰ Ｐ 名で、 本市に於げる Ｑｮｾ 宿者 Ｑ 肢は Ｒ ， Ｕ Ｐ Ｐ 除名 Ｈ 昭和 Ｕ 年園

勢調主主) を算するに鍛みこれが増設を計聾中で あるが 、上記の大阪救護協舎は市内篤志家

の容附 4 1，729 聞を仰ぎ、 救護法による救護の鉱隙に 越されに無告の窮民営救済 し、隣保相

ｦＩｾ の置を翠げる にめに昭和 Ｗ 年 Ｑ 月 設げら れにもので 、 上掲の Ｑｮｾｾ 言者保護善導事業をはじ

め とし. 行路病人の昨急; 救護、貧困者の施興1-，着 k 事業のや1
1展を計っ てゐる 。

このほか大阪市立J 員中 の単身者、早校教員の ? こめに共同宿合、自ら賓を得て修E型-す るも

の所謂苦早生の? こめに青年宿合の設備があり共に月 20 闘内外で暮せることになってゐる 。

更に質街Iiに ついてい ふ と、 本施設は中産階級以下の市民に封し最も 簡便なる 金融をなす

目的の? こめに設置しにもので 、現在天六 、三&:ii!l . 今宮、;}L僚の凶箇所の質舗は資金 40 寓

Ｇｾ ｾ Ｑ の運仰によって主 として各市民館、性宅事務所でなされてゐる生業資本融通資金の運用

と相f突ってよ〈庶民金融機関fこるの役目をよf!= してゐるが、本 fド8 月には 3 寓闘を投じて南

日東川に凱筋コンクリ 日ト 3 階建/ 延建坪散防坪) を建設閉所する 7象定である。

叉小賀市場は生活費の車fi{減 と日用rH，需給の調節 をはかり 併せて 小官制度を改善する目的

をもって大 正7 年初めて設置し? 二もので 、現在では 5 -1 問所 . )，i; 侃il肱 2，06-1出 、1 日の賢上

高約 7 ｴ ｉＮｾ＠ Ｇ ｾｾ Ｑ 、 同入場入品目白人内外にしてｦＱＧ ｰ 年中 の 締官上高は Ｒ ＮＴ ＰＰ 問 ｩ 捺民 ｼ であるが、昭

和1G  "1之 11 Ｉ ｾ開場しに ＱＱ Ｑ 央 卸 賀 市 場と相 ｈ 子Ａむして愈 ｫ その機能を高めつつあ る 。

食の似祉事業としての簡易食堂については、現有: 小:ili には他の大都 市の虫f1 < 市直営の簡

易食堂施設はないが 、前述の 5 共同宿泊所並に栴員宿泊所には簡易食堂を併置し大阪市持

i動共済舎をして経皆せしめ、更 に此花E王山賀島には千品橋食堂を経営 し、 栄養、償J協の低

成 、 知柴設備の見 ｬｩ に充分力 ｾ ｩ 注 いで ゐる。

家庭に浴憎を持7こない大衆の私生活 主将i援な 関係を有する 意味に於いて経済的保護事業

主も 見るべき浴場については現在本市は単調の市管市場は持? こな いが、襖官、鵠IIlf 第 l 期、

第 2 期性宅の附属的施設として 3 箇を経営せ る外に 、融和事業と して 3 箇所に貸付浴場を

持ってゐる。

以上は救Tf 制度及び経済的施設の大様であるが、更に失業保護施設に つ い て い ふ し 先

づ本市の職業紹介所は労働の需給を調節しJ [ j 則氏件を改善する臼的の下 に大正 7 年以来引

続き設立しにもので、現在 J 3 箇所の職業相介所は夫 k その所在地附近の情勢並に利 111者

の使益を考慮して事業主? 専門的に経営してゐるが 、更に昭和 S 年度に於て約 8 寓闘を投じ

て南大阪に鎖筋 コンクリート 3 階建の制介所を問〈議定である。昨年 中の取倣総数は一般

職業紹介においては雇入 11" 込数 69，000 j絵、求職者 378，000 絵、紹介数 51，000 徐 、就職教

25，000 徐 . 日 傭持( ! l l 見知介にあっては雇入申込数] ， ｾＨＩＵ ， Ｐ ＰＰ 飴 、 紹 介 数 Ｑ ， ＲＶ Ｐ ， ＰＰＰ 徐 といふ成

績を恕げてゐる。

v  4  

併しこの上とも- ) 菅事務の倣折、紺介のf I ' ( J ; 資を期し且つ遮材泊所 |義を奉じ以っ て職業

の安定性及び永 久性を保＿こしめねば到底労働不消化 の現 Ｉｕ ，ｾ 打開することが出来ないので



本市は鋭意制介機関の整備禿買を5一|ーると共に、 或はキ{ {介の専門化各相介機闘の連絡統一或

は求人口のIJ月妬並に求職者の業質校側の調奈 . 或は就職者の保護; 及び11:) )航者の慰安奨i刻j 等

に努力して ゐるが . 就 中給料生活者の消化は極めて困銅!ーであ ると共に、漸次この極失業者

を増加l しつつある現}If，に鑑み特別の取t2止をなす等専らこれが消化につとめ特に[ 1 ' ，年 11) )

から小額給料生前者失業臨急［ ｾ ｝ｻ業主＿質施してをり 、 叉近時婦人の 求人求職共に著し〈増加 ｬ

せるを以て婦人専門の紹介所を設世し一般友!?人 の紹介はもち ろん 、知人給料生 fR1普及び 少

女の紹 介 をも ｦｾｦＧ せ行ってゐる。

併しながら失業の重要なる根治策のー- つは少年期において油正なる閥、業を授りるにある

から 、 ｾＧ ｉ 生検在 、 職業紹介又はｾ搾等の少年職業指導事業には特に 一 般の旅意を姉ひ 、 或

は小i事校官; 局及び大 口雇主を招集して共の意見佐 I1+J 寺、或は少年のにめに諦i 演合或は宜地

問察を行ふなど専らこ の方面 に勿力し、とりわけ少年少女・の職業制介は制介並に紹介前後

に 於りる保護及び指導の重要なるに踏み、 Ｏ ｊ 、ｾ担校卒業後直ちに就職せんとする者に劃して

は強め皐校首 ｊｉｾｊ と連絡して職業の指導料介を＿なし、その成舶の如きも見るべきものがある。

一方天候その他 により如何にもがくも 1 箇月僅かに 20 日似しか労働の出来ない 日開 労

働者の失業が近時著し〈賄! 著となっ Tこので、こ れがが{ 介に首つては其の髄絡に lrff:じて作業

を選び 、E つ可及的に常備主義に rVl り特職の癖を矯IEすると共に作業の習熟と 興味の誘穫

に つとめ 、 ｦ占 ｊｉ ま彼等の経例的自主制立を主 ｦｬｉｾ として ｪ 貯 令を弧 ｩ ｬ ｊｩ ｬ し或は工事請負契約による

Cll 間利得者 の介布 石? 防いで掠働者Jm備契約の単一化と所得の榊カ11 を闘るなど 、教化修養の

諸 施 設 と相 快って彼等の生 前 Ｍの 向 上に資してゐる 。 然るに日 ￟ｲ￯ｾ 浮働者の失業は年と共に愈

k 甚Tごしし殊に冬季においては共の傾 向樹著にして公国その他 に日付1"1浮浪し祉舎の不安

を増大する兆が あっ1=ので 、本市は政府のrfli . l . ¥カを得て大正 14 ｾｦ 以来 引 続き一般勢働者失

業J J ! i . 念事業を賓施し、勢働相介事業と相H乎際して一意失業日和I l 労働者の消化 に努 めてゐる。

向 ほ上記大版市労働共済舎は相互扶助の精耐'111こJ!l lって第働者相互の繭秘増進を闘l J . .EI 

つ共存共柴の質を翠げん とする のがその大11M目であり 、現在では傷害: 共済の外に失業 、宿

泊、健康、信用等各種の共済を行ひ、 更に食堂、日用品の服質、損害1動感校等を?来; 管 し、中Jt

に昭和 Ｗｾ ・ Ｖ 月 Ｑ 日から本市 の 職 業 制介所 の 制介による 一般就職者 に到 し失業保 ｈ･ 官 施

して居り、叉これと姉妹闘係に立つ有限責任大阪市昭和信 f1j 組合は澗立自助と野j 徐貯蓄の

精神を賓現する? こ めに、本市職業料介所の紹介による三 年以上の卸館者、市営住宅居住昔、

市民館の隣保地匡居住者及び嘗枇合部員 によって組織せられたも ので. 共に努働者の幅irt止

を増進する上において多大の貢献をな してゐる。

ヂくぎ に本市の腎療保設施設 としては、 者fli l-j衛生の見地より全閣各都市に率先して大i E 6

年市外刀根山病院 t 市民の診療機関として大正l 4 年間院しに全科病院にる市民病院 と 15

ケ所のトラホ ーム 診療所があって刀根山病院は主として本市イ主民にして療養の詮な き肺結

核患者を牧容し、市民病院は病床 500 ｾ有し一般 ｪ 心者を無料又は有料で診療し 、 昭和 Ｕ 年

lこはこれが出張所として 5 ケ所の診療所を設置し7こ。

叉昨年度に於て附J 結核相談のにめに「北野JI 朝潮」の 2 つの健康相談所が設置せられ更に
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近 < 2 ケ所を増設する議定である。

更 に児 童保訟事業についていふと 、現在「本 庄 ｪｾ 今 Ｇ Ｚ ｾ ｲ｟｛ 阿 波堀 」 の Ｓ 筒 所 の産院は胎児及

び母性保設を目的としてゐるもので 、乳児院は生後 100 日以上浦 2 .歳以 下の乳児を聾間受

託して 所謂夫如共臓の使を刷ると共に、 一方乳児の診械と併せて育児上の相談に l恋する機

闘であって、現在「明) l II 今官」の 2 箇所の乳 児院を訟世してゐる。ま 7こ託児所は取齢前の

幼児を受託しこれを指導して善良なる感化を受けしむると共に 、 その保誰者ーをして安んじ

て業務につくの便宜主? 興へ 、且つ児訟を通じて家庭を改善する目的の下に設置し?こも ので

現在 8 筒所の外に北市民備には保育組合 、林間取校の施設を有し . 前者においては専ら託

児の保育に嘗り 、後者においては放課後の児童の指導教育に営る こと にしてゐるが 、最 近

いま 5 ケ所を増設することになってゐる 。向ほ大正 、港 、1夜、天王ーミ号、玉出 、此花、 各i I i

民館にも託児部を設りてゐる。言ふまでもな〈これ等の施設は無産勤務階級を? をj 象として

ゐる閥係上 、原則としては無料で利用せしめてゐるので 、 その成績の女nきも見るべきもの

が少くないのである J

之を要するに枇合事業の目的は ｊ 仕合間 ｾ￬ ， ｬ の精進にあるから、救貧並に防食に閲する各種

施設を誹ヲやるの要あるは勿論であるが . 一雨教化的施設によっ て枇曾民裁の精i神的向上を

岡ることは最も根本的であり且つ緊要な事柄であると謂はねばならぬ。

主主においてか本市は制民地区の中心となり 、近隣居牲者との人格的接闘によってその精

，，1111的並に経済的の指導援助をなすべき綜合的批舎施設として 、大正 10 年以後夫 k 特色を

もっ1=i 北JI 天王寺「大正jr 浪速jf ll Ui 三F. rUj i 此花」の 7 箇所の市民館を設置してゐるが 、

その使命は主として教化娯繁の方法によって附人的人格の陶7台、家庭生活ーの改干与を期し、

且つ家庭的協調困撲を馴 致し健質なる市民 性を啓費するにある。市して去凌 ｾｴｾ￯ 民館に

畏 〈も 聖上の臨幸金仰ぐ の光柴に浴しにことは、漏り同館のみの光栄にと Y まらす・叉以っ

て本市隣保事業 、否枇. 曾#{ 業金fl 置の名塁手として特記に慣するものである。

叉本市ーに於げる融和事業も亦新市方面に於ける過1洋地41? の改持向上、同 l抱融和、生前改

善の促進を目的とするもので 、Z実施事業の主なるものは誹演舎講習舎の開催 、{主宅 、共同

浴場 、理髪所、託児所、青年含館. 診療所及び市民館の建設、水路の間盤、道路の改修、

簡易水路の敷設、来地及び地w . : の整理 ‘ 産業の助長等で 、現に小住宅託児所、市民簡を建

設してゐる外、共同浴場 、理髪川 、診療所及び共同作業場を完成し、地区整理も順調に進

捗してゐる。

以上は本市祉合施設の大様であるが 、既( { 1迩設の活用をはかり更に新計霊を樹立するに

は常; に各種世合病態 を科皐例 に把握せなりればならない。査し科接的に精告なる調在を途

げすして祉合事業を行ふことは、角:(1与IJ病理 主?妙rへす・して診察治療行ふと選ぶところなし

所謂誤 り1= る枇舎事業はなきに如か ぎる の緋筈: に陥る べきは理の営然である。 こ〉を? 以っ

て本市は特に調主宰機闘 を設世 し、市民のiii 高利を精進する? こめに祉舎の質相及び市民の生日-

j伏態を組織的に調奈して泣際施設の参考 営提供すると共に、 一方枇合部報告の程表によっ

て一般市民の都市社合j伏態に到する注意を喚起してゐる次第である。
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大阪市に於ける枇曾事業建築 に就いて

新 名

早

山

主

f

広

ペ

ト

夫

大阪市に於げる iJt I : 合事業施設として建設され? こ建築は 、 その披 非 常 に 多 し そ のfi I l 額も

亦可成に多方泊j に渉って居るが、大川H れば大 :11作次の女n<分主j ' j するこ とが11¥米る 。

1 救 J: t 施設

養老院、育児閥 、保設所 、施般病院等。

2 経桝的保設施設

市営住宅( 2H 9戸) Tli 皆集合{ !: 宅( 4f1i ，川 i'， 19純、 728戸) 共同宿泊所 7M!問) IJ、貨

市場( 54{問所) 質的! i ( 4{lbINi ) 等 a

3 失業保誰施設

職業紹介所 ( 11個所)

4 皆療保護施設

健 康 相 談所Ｈ 現在 Ｒ ケ所 Ｉ 、 結咳 病院 、臨 海 保 護所 Ｈ 淡路 ＱＱ Ｑｾ Ｇｩ ) 、市民病院主宰J

5 児童保護 地設

産院 Ｈ Ｓ ＱＱ ｴＮｊ ｍ Ｉ 、 託 児 所 、 保 育 所 Ｎ 郊 外 ・ ｧｾ ｬ ｾ 司 Ｐ ・ ｜ I  ｾＩ等 。

6 枇 曾教化施設

市民舘( 7個所)

以上は現在統 lこ設られ? こるも のであるが 、各施設共可成多〈 の建築が現在:n' 整 中である 。

こ れ等の施設の中 、 救貧施 ι 改は Ｎ 大 ｬ 波Ｇｦ ｴｩ に於ては 、 ｈｾ 11. (1法人弘桝合の事業 として行はれ

て刈 るものが多〈 、! 諸般保設地設の大部分及児:i i日米投地誌としての産院は I li 保健:1: 1)のJi[f管

〔市民釘... 'こ於 げる簡易閣僚施設は|鋒似事業として枇合部に 所M.i ) ，1]、古市場は IJ7 業部 、他 は

全て祉合部の管轄に屈して居る。

×  ×  ×  

以上の釘1 ＼、 ￱ｕＺ 含事業硲設として の 建築はそ の ｻＺｩｬｬＺ主ｪＧｪ ｢ｾｩ めて ｪ 出汎でめ ＱＩ ， ｾ築 の あらゆる

部 門 に捗って居る常に 、 ￭ ｊ ｬｬＺ 合事業建築の計誌に ｊｪ 郎、て 、 ｻｻ［｜ｾ，括的に ｩｬｩ べると守ふことは非常

に Ａ主 ｬ 縦で ある 。 但 、 それ等建築 の 目的が 、イ ｉｉｊ れも貧困ｾ の 救憎 ｬ 保護にあり 、 壮合の ￭ ｬ ￬ ，Ｇ， ｜ｦ ｬｊ 榊

進 にある 以上. 建築計量:上に もその鞘 - -)J ，k桐泊予るものがある笹である 。

杭舎事業施設の 建 築計 霊 の［首初に蛍って 、 最も困難を感十るのはその敷地の ｬｊｾ 定である 。

言 ふ迄もな し 敷地はその建築を利J i j するも のの、最も多〈集れる 地匹に選定さるべきで

あ るが、かかる 地区程敷地買牧. 立退等に商側が起り勝である。こ うしに地医の居住者1 こ

普通以上に立退 ¥f iJ: ，: るものが多いのと 、建物の性質に依って附近の居{ 1: 者ーが反針運動を組

す こと等があ る篤であるの 共同宿泊所、 職業和 介所 、結1妥病院 . 健康相談所等の敷地は 、
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後程沈重にこれを選定しなければプこ うしに災厄に謹ひ勝である。三井より政府へ献納の

三百関 IAIの使途の一部として 、六大都市に建設せられに無料宿力: 阿・の建築敷地など 、 その

選定に首つては. 各都市殆んど例外なしに附近住民から反封を喰って居る。大阪、京都な

ど、その需に最初決定し1=敷地の嬰更を徐院な〈され? こ程である。

吉十重者としてはなるべ〈反 ｾｦ の少ない油営な敷 地を選定すべきは勿論であるが、 ｦ 止舎事

業にN する一般のよりよき理解が望ましき次第である。

祉合事業建築に射する工費は 、大抵そ の要求する建築面積に封して決して盟ならざるを

普通とする。多〈の場合、最低限度に近い数字が示される。これは計上 されに 橡算よりも 、

現在の枇合事業は より多〈のものを要求して居るからではあるが 、ここに建築設計者の苦

悩がある。制: 合事業建築なるが故に最低限度ーの建築であってよい と言ふわりはなし主事ろ

ffd: 合事業建築なるが故に 工費以 | によき建築を欲するからである。住宅の設計に於て特に

此感を 深 くする 口

枇舎事業建築設 計に tさって、特に注窓 しなげればならない鈷は 、能ふ限り多〈の人をし

てそれを利用せしめ得る綴に計撃すると言ふことである 。建築の何 fこるを問はする 、全て仰

い明るい外開の、近附き易いものであることが必要である o 先づ建築利用者の感情を理解

することが必要で ある c 各部の色彩もソフ ト・ト ーン のものを川ひ、なるべく刺快的な色

は避りる 。細かいことであるが、出入口の位世を池宮にし、入口に はなるべ〈段を設けす

迫t 谷よりレ ベル に入り得る様にし、扉は硝子入の軒いものを用ふる。

建物の性質上、低地潟地の敷地に建てられる場合が多い故に 、防水、 排水の完全を期す

るは勿論、木i主の場合には床下の防i必に注意を要する の

スラムに建つ建築として、現在の祉命以態では巳むを得ない事官かも知れないが 、 そし

て、 かかる 現j J人なればそ枇舎事業の必要が叫ばれるのであろうが 、新しい建築が出米上る

と、 ＩＡ ｈ 明 器具、主ｼ司の竪 ＱＱＡ 曲 、水 道ヵ・ラン 、 治及下水マン ホー ｊ ｴＮＭ の笠 ｾｲ 等の金物の苓易に取外

し得るも ので、近より易きも のは !i ti んど例外なしに忽ち持ち去られる。これを防止する震

に特別の注産が必要で ある。例へば一一

照明日持兵はなる べ 〈天井に回定する様にし、判ぎ取り易きブラツケットや ペンダント等

を挫ける。肢も@は地ーと2 米1)'[ まで瓦斯管又は石キlil ｾま 等制 ｉｊ ひ 、 水道ガランの戸外にあるも

のは取附けに後取外しの出来ない様に聞定する 。溝及マンホ 戸ル等の笠査は裏聞に鎖を附

げてコンクリート肢に主II 込ん1. : 余物に連結しておく 等。

I止舎事業建築設計に就し 、て の一般的注意は大l時以上の 如〈で あるが 、側 k の建築に到す

る注意は|茜|聞の説明の 中に述べられる告: である o jjii 命事業の程遠が最近の ことに属する上

に、切り詰 めら れ? こる工貨の閥係上 、現在まで の ものは大阪市に於ては集合住宅、共同干古

川所、職業制介所等のほか 、始んどバ ラックに近い木迅'建築であるが 、 それ等の ものも泣き

将来に永久的建築に建て換へられる時期が米るであらう。( 終)
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本 館 外 籾

本 舘

本舘は 餓筋コンクリ { ト也、 2 階建. 一部 3 階

一部地下室附にして延坪数 654 昨、中央に事務室

及 柴局等 ｾ 設 備し雨翼 の階 上 階 下とも 病室 とし 之

れに 看護婦室、配賂: 室‘ 浴室便所等附m必要設備

をなし、ベッ トの総数 92]末、地下室に;暖房機械道

気の各室を設置しである。 ( 中村寛)

病 予E

v  10 東 京 ・ 浴 風 禽 浴 風 圏



階

2 階 二 平 面 悶

東 京 ・ 浴 風 禽 浴 風 園

¥之、

¥¥J  

亨一

官L

1為
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本f (tr 後 wi lk. t長 間 然

湾民の左側に見ゆるのが集圏寮であっ て鍛筋 コンク リート 遺 2 階建、延坪数 258 坪、1・2 階共各中央

部に罫嫡室 、食堂、配膳室、浴室、洗面所等を設け 、雨翼に約 25 些敷定員 10 人の集閤居室が階上階下

に 4室あり。前面泉水に封して東西 2 棟の集間授を布置せら る。 ( 中村寛)

集 図 関 内 部

v  12 
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1 階 卒 面 |同i

東 京 ・ 浴 風 禽 浴 風 園
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作 業 場

病弱な る者{ t >除き 、

1;j 円若T 時の料易なる

う? 働、袋 ､引 Ｑｾ 山り 、易製1汁l!r
l

りk 、裁縫等を佐? 謀するど主包

にして 、共外のう? 作と

して除草 、尉 謀、養 鶏

養豚等があ るの( 中村寛)

v  14 
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業

面 箇l

商 岡

夫 婦 寮

夫婦卦.は 2 棟

木造平尾建、延

坪 124 坪 、1 t主

一夫婦1'111立にし

て 1 秘 10 夫先! ?

を牧零す。

(1:11中nn
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家 !ili ｾ＠ c共一〉 zf 商 ｾ ［Ｎ ｩｬ＠

家 庭 寮

家庭授は 9棟 、延坪数 687 坪、木造平尾建で ある、総じて高齢者が闘鵠的生活に慣れぎる苦努と共の後

の生百' i ' { e 詮るには集間的居室は不適首と認め 、出来る丈り ノl、集閣の努令にJjX容 して成可〈家庭的、獄図気

を助 成 する目的を以て 設けられ ＿こるも の で 、 本舎は主 力 を之 に ￬ｩＺＺｾ 、で ゐ る 。 家庭託手 〔 そのー 〉は極めて最近

の建築に屈し過去数筒年の経験に徴し改干与せられにるも のでめる c ( 中村寛)

jJ. 面 一 間

Ｇｪｾ レ β 夫 、

耳目ニゴ

家 庭 祭 ( 其 二 〉 卒 商 li;¥1  

東 京 ・ 浴 風 曾 浴 風 園 1 5  v  



醤 務 室

開 務 ｅ ト ｬＧ ま ｾｴ ｴ 筋コンクリ ー ト浩平 出 建一 部 木

ilI にして 、診療室、解 ;'r1j 室 、外科治療とふ 化

.r.;-，:研究来 、京Il1fii 研究室等の設備を設け我附老

ｊｾｩ たに附する時 ・ ｾＱＮ的研究 の 中心機関と な って

ゐるコ 東京子行岡大 ＮｲＱｾｾ 苦 ｦｬ 大早 の ｦ 夫 元研究所と

もなり莞老施設fJl 交の指導(1' ，) (. 'ぐ置にゐる 士

v  16 
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所護保

|必liui  
ヲ手

回出なる被救説者、江主行路病

のを 一時収守与する施設である建

るが 、此回4J ! 物。

的 ｦＱｾ 誕 Ｑ ｊｩ ｲ ｻｦ ＱＧＩｾＺ プる。

例として向

物も悩トちて宇L l 米なパラックであ

者ぞの他の以急:1安設を要するも

".C二工ごEニ ーー ・

-. -.1' .  

I何 百ui 主 1，，1 建物。主要";¥!)分 {i'ii 'l 合が :2oi .;. 

それに事務虫 、

士火 Ｇｪｩ 場双 別 秘の ｩ 谷と ｩ ｦ 及 川 Ａリ ｉ が ｉｾ ｦＮｬ

1;I ;j して出るよ年;'1令へはコンクリ

ート の辺路 より出; 怯HI ¥入 IU米る

と言ふ似めて j'ii' i f史な建 物であ

! f }j  :jとを， 'i iIう.

( 新名極夫〉る。
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イ主

市営住宅は 1 戸建、 ヨ戸建 、卒家建、 2 階建等場所に f:{c ｬＩ 、 ｲ ｾ 悼 とする階級に依ってそ

の設計も可成 に異って居る コ杭全住宅は中 産階段の毘 に建てられに市営の月賦住宅である

全部で ＱＰＲ 戸あるが 、 ｬ 戸首 敷 地坪数約 ＲＳ 坪 、 建物は卒均建坪 Ｑ Ｒ 坪 ＲＵ 、 延 ｾｰ 19 坪の木

誼 2 階建五茸外部位下見張である 。

ｬ 階一ＭＭ ＵＱ Ｑ Ｑ 占Ｈ床 ｾｉｰ 入附Ｉ 、 Ｔ Ｎ ＵＱ 陥 、 Ｓ 帖 、 炊事場Ｈ 1.5 呼 ) 、浴 室ー( .5 :t町、 玄闘( 1: 会1-' . ) 、使

J!i f(  1.25 坪)

2 階一一6 帖( 押入附 ) . 包帖

市阪大

( 新名種夫〉

闘

大 阪 市 曽 杭 全 住 宅

面卒階2  
闘商平階

V l 8  



、三、ふ悦 ｾ ｉＧＮ ［ＺＮＧ 場、 川、. ' ; ，，;i

ｭｪｊｪｩｬｪＡ ＿ ｩ 湖 ｊｲｪｩｵｬｾｬ ｾ ｗ ｉｾｉｉＺ 附
Bi rds-oyo Vi ow ot tho Rehous陶 s in 

Sl um Ar Oa.  Ｇ ｓ｡ｲｾ Ｍ ｕ 問 ｭ｡｣ｨｩ ， ｔｯｋｩｯＮ Ｎ ， .  

.• .... ｾｾＺ［Ｚｾ唱， ｴｹｾ 宅

東 京 市 深 川 匡 猿 江 善 隣 舘

政む謀IUTは東京rll に於け る代表的な貧民痛であっ? こ。昭和 2 年より工を起 し、不良住宅を撤去 し錨1訪 コ

ンクリ ー トiZf 3 階建の持働者向 き共同住宅を建設し . その 住宅広域の中 心に地匡内居住者の精神的善導、

経済的保護、托. 5c等の事業を綜合せる所日間セ ン トルメント ・ハウス として桜江善隣舘が生れ11¥たものであ

る。

み隣館は餓筋コンクリ ート i主2 階位、一部 3 階地下主付にして別に木造卒屋建の託児、運動場、授産場

があって 、その総延昨故 71l i :14'. である。

Ｚ みｼ燐舘の事業は児 Ｎｬ ￬ｾ 古 昔 、 教育郎 、 経供出 ＱＱ 、 盟百ｬＧ ｭ 、 診療 ［ｽ｜ ｉ に分＿こ れ、 Ｕ 己主部は乳幼兇笠間托児 、 制Ａ民相

談 、 児 ｦ ｴ 文 ｊｊｬ 、 日曜 ｊ 皐校 、 教育部は夜･Ｍｾ ， 講演 、 ｾｬｬ ￭［ｾ｟Ｚￇ合 Ｎ 成人文庫 Ｎ 経梢部はアパ ート 皆理 、 授産貯金奨

ki 功、職業紹介 、祉合dBは人事相談、法律相談、 ケレスオーククラブ、慰安舎の各事業を行ひ 、診療部は本

館に隣接して設げられに質費診療所1: るアソカ病院に依托してゐる o

こ の建物の建築上の特質は 地 区内居住者に封しイ ー ジ リイ・ アクセス 、 ＮｬＧＡ Ａｬ ち恰も路傍の樹 ｬ 箆に ＱｬｊＮ ｾｬ 、ほと

の気楽さで建物を 出入せしめ 、その間に各極の枇合数化を不安11不識の聞 に行ふの目的を以て設計 されに貼

であ る。
( 中村寛)

東 京 市 深 川 匡 猿 江 裏 町 善 隣 館
19 v  
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3  階 卒 面 I刈
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( 揖宜上修)
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畳
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白昼

回圏

東 京 市 深 川 猿 江 裏 町 住 宅

轟轟富喜

覇霊冨

瞳覇軍

ml ! t 亀 q: 薗

三 Ｎ ］ ｾ王 ￆ

一 階 平 田岳

正 直o ' 局 側3

E事官

E量目

背 面 ，1t 爾Il

2 3  v  



猿 江 裏 町 住 宅

政お; 裏町住宅は不良住宅地匿

s _ 担 問

改良事業主? 目的として建築せら

れTこるものにして 、棟、数 17 棟 .

293 戸の一岡 地性宅経営にして

餓筋コンクリ ート i輩、3 階建で

ある。

本地区改良地事業は我園新種

事業の濫! 阪であって勢働者住宅

として極めて多建的の研究が行

一 一 一 一 ー 一一一一一一一一一ー一一一一一

二 ?畠

はれ 、共後各地に於ける不良事

業改良位宅の試験事 として極 め

て意義のある住宅である。

( 中 村 寛 )

v  2 4  
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事虫

凶怪I'm 

，. . . " 

τ = 

前l'戸市 に於 て 不 良 住 宅 地 底 改 良 事 業f去に よ

って指定 され た地区 は沼秘書rr 川 と呼ばれ る庚

い区域でJ t の町名 及 び 坪 数は次 の 如くであ る

長 砂 油2丁目 1.1 77坪

南 本町 iffi5，6了目 5. 059湾

北本町通5，6丁目 2.1 39坪

吾 妻 沼5，6丁目 2. 051坪

合 計 10.426坪

地区 内の世 帯 数 は734その人口 は 3. 256人 で

イ主夏改

ー

l

 

I

'

 

新

官え

神飼
迫L

あ る。

とれに 謝 す る 改 良 事 業の計 監 は良 砂iffi 2 γ

目及び南 本 町 沼5，6丁 目l亡改 良 住 宅702戸 を建

設しそ の他 の地 区 は不 良家E置を I夜梯 ひ整地す

る ζ とになっ て ゐ る。

何 南 本 町 iffi 5 丁目 には隣保 館 保 育 所、公 設 浴

場停も 建設す る計鐙で あ リ叉 良 砂 油 2 丁目 に

は地直外 に借 地 を して木 造 平 家 建の俵J j j ( 容所

35戸 が 設 けられ てゐ る。

ζ の事業は 昭和6年 か ら9年 に及 ぶ 4年間 の

綴 綴 事 業 と して 言1. 1まされてゐ て現 在 で は第 1

1羽工事の良 砂 住 宅3練 の内初I ! T' 最 近 に 竣 工 し

た。

民砂住宅 3 棟 は餓 筋 コ Y クり { ト 主主主とし

て3階 建 泡 車 道 路 に面した rllljl 土4階 建 一郊地中

階 附 の外 廊 下式 アパ ート で総延苅リ . 547 坪 戸

数は 166内電車道路 に面した l 階 の 19戸は 庖 繍

付であ る。

1戸 の標 準 方 は4.5帖3帖 各 1室 の居間 を有 し

6. 25坪 を占 む るも のでそ の他6帖 4帖 のもの か

ら6 帖一 間 の ものに到 るま で数程あ るが 何 れ

も各戸 には居 間の他 に墓 所、押 入 、水 洗 式 便 所

2，5  v  
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( 25}.T よ り絞 ( ) 玄側 、 土問 、 板 ｲＺ Ｚ｝ ｾ 苧が あ る 。

建 物 外 協 は りY イド 主主、案 内犬 弁護 は プ ラ ス

ｾ Ｍ 塗 、 床 は コ ＧＯ Ｙ リ ート ス テプ 上 に 木造場床

コ ル ク J!占り の上海 縁敷きであ る。

建 築 設備 と しては む 然 、 J i.J折 、 上水 道 、撃 升

水 道 、汚水 浄化捕 、 ダス トシユー ト、 j先Il'il母語 、

物干; 場等であ る。

白砂 住宅3むuの総 工 費 は約 255.∞0泊|で銭高組

の施 工 によった 。 ( 奥 田 誠〉

内

官

干
し一

内

階 卒 商 岡

v  2 6  
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_ .恒 回 申. . .  埠匙

=.'・F 己

' 三被. . ... 

神 戸 市 葺 合 新 川 改 夏 住 宅

2 階 司 王 百I 闘

3 階 卒 商 凶

2 7  v  
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験 明 帝 京

位渇i 武 弘 健 SE百主

r.:t弘ー ロ 民 よJ

f理府系主主勝手

4  階 卒 商 闘

屍 上 卒 商 闘

v  28 
神 戸 市 葺 舎 新 川 改 夏 住 宅



内 庭

案 内 の 一 部 大 阪 市 南 日 東 町 細 民 住 宅

タト 翻

大 阪 ・ 南 日 東 町 細 民 住 宅

此の南日点町俗儒捌的装集合住宅は大阪市に於け

る不良住宅地直ー改良のf . . t め 6 ヶ年の裕樹事業として

日本橋通 5 丁目を挟んに東の部分は天王寺区、回の

方商 ｬ 立 ｾｾｪｩｬｩ 匡の住居ｩＡｫ態の不良なる ＱＰ 地院を撰ん

で改良さるるところの件宅改良部業の一つである 、

共の 10 地匿とは下の場所の俗陪がある。

l  東 入船 町 78戸 ・… 峻 工

2 下 寺町 260戸・ 唆 工

3  桃 木 裏 1  6戸 ・・ ・・ ・峻工

4  却iJ的手t 260戸 ・・ 0 ・竣工

以上 728 戸分竣工し向後着工すべきものには

5  下駄屋l ! l : 96戸・ ・・・ 設 計"J

6 豚 慮 袈 162戸・・ 設 計 中

7  31 . 階跡南爽 120戸

8  四 六 道 東 爽 240戸

9  高島尉哀 78戸

10  最上の爽 222戸

総数 1，646 戸、建築延坪約 U ，500 坪を 改良する計

整である 、

( 富士岡重一)

2 9  v  



あ J 聖 人 2庄 " ¥

Ｔ 三ｾ て

地
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品

4

1 ， I 唱 均 ア ーーζ====ゴI U I  11 I  11 一一- =干F司 「

k  Jt 

東日東町 ｃｗ ｬｊ的ｾ Ｉ 在来建物欲況 闘

奮 の 獄 ; 尼

i 不良 { t 宅建物の概況 全地区内の不良佐宅は 1，202 戸( 組戸数は J ，312戸 )総延坪は 11，632 坪ある l 戸分

は卒均約 9 坪 17 に首る。建物は主として 5 軒乃至 10 軒の長屋建で、平家或 l立中 2 階建であって 、中 2 階は

天井の無いもの多〈其の 2階高も色々で 6 尺内外から 4 尺以下のものさへある 、それにも皆居住してゐる、

床は畳敷で あるが土聞は自然土の儲或は煉瓦敷である。建築年数 20 年以上のもの多 〈而も改築修絡をが| へ

1: るものf ) f i で自然放置の依であるから土苔廻は腐蝕し7こり歪んTごりしてゐる 、i i l . t 作建具も同犠である。建物

の符集に作ふ昼地の不足は保光、温風を? 不充分ならしめ下水 や便所の不vmともにその地匝内は一般に陰惨に

してiHJ 問である 、

2 地直内の迫i路及排水 地直内の道路或は通路の幅員は 3 尺、6 )ミ、9 尺で 、自然土の{ 査なるが一般である

が一部に煉瓦敷叉は石敷の{問所もある 、道路の中認定道路となれるもの全地域を通じて僅に延長: 271 聞に過

ぎす叉袋路次となれる所も亦砂〈なし、 。

3  地匡内の人 口及世帯数 地区内の世帯数は ] ，688 その人口 6，072 人、I 戸首平均居住世帯数は 1. 38 - 1ft 

幣の卒均人数は 3.62 人に首り 、3 人世帯、4 人世帯、5 人1f t 帯が最も多数守山めてゐる。

4 居住者の職業

( イ) 日接入夫 、 職工 、 工夫手体 ＮＮＮ・ ｈ ・ ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮＮ・ ｈ ・ Ｎ ＮＮＮ・ ｈ ・Ｍ …ＮＮＮ ＮＮＮ・ ｈ ・Ｇ Ｂ ・ ｈ ・ ＮＷＷｾ 人 46. 8% 

( ロ) 下駄傘の修持、屑屋、総 人向入、仲居遊事段入、誠按業. . . . ・ H ・.. ・・476 人 28. 8% 

( ハ 〉 応舗を有し、叉は軒下商ひ… ....・ H ・.. .・H ・. . ……. . .・ H ・... .・H ・......・ H ・128 人 7.6 %  

( : . )  靴下駄紙初等の家内工業及内職……・…. . . ・ H ・- ・…. . .・ H ・. .... ・H ・..…・ 96 人 5. R% 

( ホ) 下給合枇員、府員、巡奈. 車挙、舵員 . 金貸 、仲賀、共他雑業… 31 人 1. 8 %  

〔へ〉 定職を有せざるもの及失業者... .・ H ・.. ...・ H ・. ，…………. . .・H ・- ……… 87 人 5.3%， 

5  地区内居住の生計献況 居住者中にて雌註牧入を有して居るものは頗る僅少であるが 、略ぽ卒均牧入念

推算し得る 。ものにあって一世間千首り月平均牧入は 55 悩170 銭の割合で 、世帯牧入は 40 回以上 70 ｬ￭ｾ Ｑ 迄の牧入

めるもの最も多〈綿世帯数の 4 5 %に首る 、居住者一 入賞りの牧入は 10 凶 30 銭の割である 、 以て共生計j伏

況を推知し得る。 地区内並に附近の術生M態は不良であって侍染病の躍病者も容多し乳児死 亡率ーも亦高い 、

居住者の教育躍度も低〈義務教育を l へないもの 3 制 8 分、文字を併せき' るもの、3 割 3 分に上 る有機であっ

て、風紀は素れ浮浪者 、予J 春滞日1淡し、各匝の犯罪者のここに遁入するもの多 〈居住者は叉固結して犯罪者

の庇設をなす等保安上甚 ＱｾＧ 憂慮すべき ｊ 伏態にあっ＿こ。

6 地区内の家賃概況 沓地匝内 l 戸'i 1，' 平均家賃は 12瓜Ig0銭で、印刷以下のもの大多数の91% を内める 、5

以l以下のもの も44戸あつに o ( 宮士岡重一)
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南 日 )1[ n'T  (制 的 手o 新築集合住宅問! i ' i : Wi 1  

南 日 東 町 集 合 住 宅 の 概 記

タ長

4全

{  

司ヒ

"i  

4主

主

今回竣工したる 此の集合住宅は共規模は共事業中の最大集図のものであっ て、敷地は南北に卒均 55 問、

東西に 41 聞の l略ぽ短形をなし、此の商積 2，420 坪あり、 5 棟の建物の建坪は 939 坪凡て 3 階建で延坪 2，821 坪

260 戸分を包含 し、構遣は鍛筋混凝土構造であっ て 1 戸は完全に鍛筋混旋二f : : 壁で・仕切られる 、 2さI也商積は建

築面積の 14 割強を占める 、奮の校集!Ik態に 比 」くれば空地面積も多〈 、交通に衛生に保安に も改良され? こる

かを知る事が出来る 。

敷地何の活路は rtJ 3 聞のもの延長 193 聞をめぐらし南北に敷地を貫通する主要道路 . 及び北端の東西道 路

は西に延びて相ひ隣れる 地直なる 下駄屋裏及共西隣の豚屋裏の敷地の中央主要道路となりて相連絡するもの

である。

1 戸分の占むる坪教は 7 :tZli 65 が標準型とされあ るとこ ろの 6 帖に 3 Ｇ ＱＱｾｪ の Ｒ 室の も のが最も多 数であって、

向他に 6 ｱＧｾｪ に Ｔ ｱｬ ｾｪ のもの 、 Ｖ ｱＧｾ ｪ に Ｖ 'I '，'j のものもあり 、最少のものに至 りで は 4 'I' ，'j 宇に 2 帖と云ふのがある .

1 階の主要道路に商する所に雨ftllJ に庖舗が 32 戸あれ届舗は土問であって 7 ql ，'j 大 、他に 6 ｱＧｾ ｪ＠ e  2 帖の居室を

有 す、 一般型なる 9 ｾｾ ｪ に Ｓ 帖の居室を持つ Ｑ 戸分の内容を主 ｵ くれば居室が Ｔ 坪 Ｕ 、 事所が Ｑ 坪 Ｕ Ｎ .j 'P入が 2 間

水洗便所が 0.35 坪 、土聞が 0.3 坪 、計 7. 65 坪となるのである、各戸の洗濯場、物丁は共同として県上にあし

鹿芥はダス トシユ ー トを以て落集する 。

結nま此集合住宅の一特長として闘に見る如< 3 階に 28 戸分の猫身者の住宅 あり 、室は l 室 4 帖宇であって

此れに押入 1 ケ所と附込土聞とノj 、煮焚場 とあ れ 別に 附設すると ころの共用 の調理場 、洗商所、洗濯場、便

所、物干がある。

家賃は最も低額であって此の調身者住宅が 1 戸 4 [員170 鋭よ り5 ｛ ｩｾＱ 迄 、 Ｑ 階住宅は Ｑ 戸 平均 ＱＰ 凶 ＵＰ 鏡、 Ｒ

階住宅は卒均 10 凶 58 袋、 3 階住宅は卒均 9 闘 72 銭 に営る 。

此集合住宅の建築費は附帯工事共 387，752 [.QIであっ て、 坪首 りJ 31  ｛ｩｾ Ｑ＠ 3 となるの であるから最後の固にあ

る Ｑ 戸分は 約 Ｑ ， ＲＰＰ ぬＡとなる 、 工事 ｾ ｉｉｦ 負者 は松 村組で あ って相首聞倒なる此工事を正し〈期限通り竣工され

たのである o C富士岡重一 )

大 阪 市 南 日 I 東 町 細 民 住 宅
31 v  



一 一一一一一o一一一一ー一一 一一一一一一一一一ー一一一0 - ーーー一一ーーーー ーー一一 一一一一ーーー - 0 - 一ーー

l 統 官If 3 階 卒 而 〈 一 部 分 〉

に

オ四F

2 鋭 官'(r 3 階 卒 而 〈一 部 分) ( 外 廊 下式〉

4 披官庁 2 ・3 階 卒 而 ( 一 部 分 ) ( 階 段 ー式〉
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立 面 間

西 部 無 料 宿 泊 所

この 無料約泊所 Ｚよ さ ［ｬｪＺ家 の ｴｦ 附令 によっ た もの で ｾ ｉｉｉ 戸市で， 工 来凶 Ｒ ケ ｊｦｲ に 各牧谷人民 ＱＰＰ 名 の も のが 建設された。左聞は西部 に

方 で木 造 Ｒ 渚雄 、 こ れ に 平家主ｾ作業場が ￟ ｦｊ腐して ゐる 。 Ｇｲ ｩＧ￭ ｩ 自主 ｬ よ 薄縁放で盈 ｬ ｴ￭ｃ につ き ｬ 人 の 割 合 でＡ抗 容する こ とにな っ てゐる 、 其

他 事務室 、小 災室、浴室 、 使所 、 携帯品 ｭ 折 、 作業 ｊ ｪ， ｮ宇がある。正 ｾ 初 心 延原鉄 Ｈ Ｑ Ｑ ＲＳＩ［Ｑ［ で工費は約 Ｗ ， Ｕ ∞ ［ｵである 。 Ｈ 奥悶 誠〉

ザ

-
'宅

L JI  
#  

神 戸 ・ 西 部 無 料 宿 泊 所

階 平 面 凶

2 階 zp . 而 附

- . . . . . . . . . . . . .  ー可

i 、

事すv j  ‘ ， 合守Jt ， 4Fa  '  z  

.  

IJ ゅ

3 3  v  
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共 同 宿 泊 所

園

盟

盟

国

似1) 立 而 闘

圏

"1' 11 " 営共同宿泊所 71刷所の内 、代表的なも の として今宮共同宿泊所を恕げる 。所謂釜ケ崎

スラムに集る調身労働者を不潔な木賃痛から救ひ 、同程度の賃金にて清潔なベッ トと 適正

な慰安 とを奥へ、精利! と肉鰻の両方面 より彼等を占導するのが目的である 。

1 階玄関の一方階段下は足洗場になって居 k 地下足袋の労働者逮はそ こで足を洗った

後受付に行 〈様になって居る。足洗場は コンク リート の水憎の前面がタイル張になって居

れ水槽には数仰の水拾に依って水を供給するのであるが . 最近設計のものは 、柴に足が

訪l へる様に7k拾の代り に シヤ ーワーを設備する様にな っ?こ口

受付 lこ聯絡して事務室 、宿直室 、携帯品預場、ノj 、1吏室 、同宿直室等が取られてあれ階

段を距てて理髪室 6坪) 、読書室( 6.t
Z
p) 、倉庫( 12呼) がある。

食堂( 2 位打 、炊事場( l 8TF. ) 、炊事場附屈の倉町、便所、洗i根室、浴室 、娯楽室( 32) :1+等

は脚 下を距てて 事務室の反射性ltl に設けられ 、入浴と食事と食後就寝前の慰安とに備へられ

て居る。

府柏室は Ｒ 階 Ｓ 階の金持 Ｑ ｜ を ｉ ｾ￮ め 、雨 階共 ＱＰ 人部 屋 Ｗ 室 、 Ｑ Ｒ 人部堅 ｄ 室に使所及洗面 所

が取られである。牧容定員 356 人であれ線、延坪を此人数に平均すると、一入賞数1 . 45呼

に相蛍して居る。 この坪肢は宿泊所として少な過 ぎる のであっ て、 普通一人首少〈とも 2

会 ｉ ｾ !立と考へるのが至営であ る。

寝室は鍛製で上下二段になって居り 、こ れを各宿泊室の雨(}! t l に阪に二つ叉は三つづっ祉

ぺて 、1 室 10 人叉 は 12 人 を牧容する。

屋 上には ペルゴラを作 り、ノミラ ペット の上部には日本瓦を i慨せ 、外制はス ぺイン風の温

き感じを持 fこせる様に工夫されて居る 。 ( 新名種夫 )

v  3 4  
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沖 仲 仕 休 憩 所

沖仲仕休憩所は海港名古市 ら しい施 設の 一 つで突堤 の近く に設 け

られイ中仕の滑り揚[fr であ る。

建物 は鍛 筋 「コ y クリ ート J 治2階述、延坪数 197Ji F、工費 は約

32. 0∞闘で昭和8年 の2月末完成した もの で あ る 。 ( 奥 間 飛 〉

舟
d

令

'

+

t
心

Ir- .!.t.，昌司

Ii もJ

• /. 1 '  • 

呉

階 卒 商 閣
2 階 平 面 闘
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小 賀 市 場

声 設小賀市場は既設のもの 54 11日所あり、昭和 2 年

5 月以後に建築されにも のは 、全て大阪府令市場取締

規則の油用を受け 、それに合致する 様設計 されて居 る

から、プランも外観も細部も大同小異である。大部分

は 1 階建であ るが、中道、境川等は 2 階建で ある。

敷地としては大抵は角地を買牧し. 角の部分道路 に

商して市場を建設し、残徐の部分は賀却する。

回溢市場は l 階建の一例であるが 、東南隅に事務所

宿直室、便所を設け にほか 、会て庖舗であり 、底舗の

数 回、大略 4 坪叉は 8 : 1 4 - の蹟さを持って居る。出入口

は道路に商した 3 個所及裏口の合計 41問所である 。

内部応舗の光線は中央上部の横窓から取る 。

中道市場は 2 階建の例である 。西北 、西南及東北隅

の 3 個所に幅約 5 尺の階段を設け て階上に通十る。

1 階東北隅に約 5. 5 坪の事務室 と2 坪 の便所とを取

り、応舗の敢は 1 階 28、2 階 19. 何れも大路 2.25 坪又

は 3 坪或はそれ等の僑の蹟さを持っ て居る。

1 階西側道路に商し?こ庖舗は 、醤油 . 玉 子、白米、

果物等比較的清潔な品物を取扱ふ庖である 。

( 新名種夫)

v  3 8  
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大阪境川質舗

立 而 闘

@  

@  

• ｾ ｛ｊ ｉ ｈｦｦｩＢ＠
ヰ

2 階 及 3 階 平 而 闘

境 川 質 舗

市設質締 4 個所の中 、金 主:11鍬倣i コゾクリート 3 階 建 の境川

'i[告Iiに fiUを取る

火 災 と盗事df とを 最も 忌 むべき' i ' ( 和lil 士、何 よりも 先 に従 来の

木泣よか ら 鍛筋コ ＺＯＹ リ ー ト 必 に 改 めらる べ きが， ｻ［ｾ Ｎ 然で ある 。

此窓江主でＱｊｾ 川 町布 ｉ￬ は 市営 Ｔ ｦｾ ｉｆｦｲ の 賀 市 ｉ￬ の 中最も上き例 で ある

先 づ 玄 関 を入 ると一方 It 納 般にて 専務計三前 が作況1へ iffi じ、

一方 は1mにてB 1 ! 接袋見続場へ泊 ず る様 になっ て居 る。 見 積 場

ｉｴ 許日Ｇ ｻ の 図 ＱＮｬｩＡｾ な も の を折衝決定す る 場所で みる 、 直接事務ＣＮ

とｾ絡 し て居る。

大 阪 ・ 境 川 質 舗 神 戸 ・ 西 部 質 舗

， 

-

神戸・西部質舗

階 卒 而 闘

2 階 卒 面 図

fl 舗 の ll : l 入口 l土、 中産階級を目標 とする場合 はその位置に

可成工夫を要するが 、市設 D もの主しても第4 階級 が 目摂で

あるから 、 出入口 の位 置など少 しも蹴広ずる 必 要なく 、堂 々

と正而に持って来て よい。 質舗へ行く とと を ｾｉｽ とする 如 き見

祭坊は 、 とく の背 に彼 等は股ぎ姶てて居 るから である。

そ の 代り倉庫 には 比絞的成 い 商績が必要であ る 。一定 の ｾ

'f，j 1に童話する質積 の1立が彼等の場 合、 中産階級 の 場合 よ りも非

常l亡大なる総であ る。

m川 町 舗 では1.i 日Tの大さ 、 1 階が約6，375坪、 2 階 及 3 階が

失 々25.5坪 、合計 57. 375坪 であ り、 線、延上下 の約 75% をr!i めて

帰る l 階事務塁手: より倉庫への入口 には 防 火 iJIiを 附 L 、 2 附 3

階 の倉庫 にl土l 階 f t bli: の中 よ り階段 にて 通ずる様に L 、 品物

は手!l !1J リ7 トに依って上下す る。

1 日の' i ' [ 騒を; f ，'nf¥ねて泣 いて一度に整到する必要上事務箆は

比 絞 的 成いのを 石J と し、寧 ろ昼数が よい (境 川氏舗で は8帖 W.I: )

以上のほ かに岐川口舗では約 10坪 の佐 宅 を 校 11 て夜 間] の管

業に使な らしめて 居 る。

各詰ま には 主 ｾ Ｙｭ 避 けの倣杓 子 を附し 、fi Wにはそ D 上更 に防

火扉 の設 備 が 必 要である。

3 9  v  
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東 側 立 高 岡

階 l f - 而 悶

職 業 紹 介 所

普通職業紹介所と 努1勤務{ 介所 とがあるが、最近婦人求職者の増加に 伴っ て、 普通職業紹

介所の婦人部が調立して、婦人専門の婦人職業料介所が設けられ る様になっ 1: o( 小橋婦人

職業料介所)

大阪市 の 中 央職業料介所は信政橋停ｻＧｻ｝所の近〈にある鍛筋 コングリ ー ト ｾＳ 階建で Ｎ 職

業相介事務と全園各地の公立紺介所と の連絡統計の事務とを行っ て居る ν

Ｑ 階束性Ａｊ ｊ 大玄関全入って左が ｹｾ 子部 Ｈ ＴＵ 坪Ｉ 、 右が女子部ＨＱ Ｘ 昨Ｉ で あ り 、 雨者共商 積 の周

間約ｾｾ分が答Ｚ冊、中央部字分が事務室になって居る。求職者の混雑を避りる震に男 子 部は

南に 、女子部は北 に夫々 別のIH口が設けられである コ

リj 子部事務室の後方に所長室 . ｬ ｟ｦＡＡＮｾ接室 、 宿直室 ｄ 玄関成間突首 り ｬ こ 便所。

2 階 には制介室数安のほかに 、腔接室 3 室 . 闘書室 、庶務室、連絡統計事務室等があ る

が、コ階の来日介安は事務員が求職者に合って 、充分希望其他 を訊い 1: 上で和介の努を取 る

鴛に 利用される。

3 階講堂( 60坪 〉は各紹介所関係者の種々なる合合その他 に利用せられ 、参考室は職業料

介に闘する各種統計 その他の参考品を殖する場所である 。

地併には倉庫、小使室、湯 沸 事 ; 等 。 ( 新 名 種夫)

v  4 0  大 阪 ・ 中 央 職 業 紹 介 所
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2 階 卒 商星 回

寸
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3 階Z J 5 - 而凶

地 下 階 卒 商 問

大 阪 ・ 中 央 職 業 紹 介 所 41 v  



大阪・千鳥橋苦手働紹介所

立 面 !日l

階 卒 i Y i i 悶

静 働 紹 介 所

千応橋勢働紹介所は建玉l ' 約 28 :tZ1'. 木浩平家

建である。 15 坪の床モルタル塗の間場と 6 坪

の事務室とが主要部分であるが 、 そのほか に早

朝より紹介が行はれる ｦ 号 、 所 ｮ 病 Ｑ ＱＧＱ の ＱＰ に ￆ｟ｾ ｾ ｾ政

3 帖 、炊事場 、便所合計 3. 75 坪 と労働者用便所

2 坪とがあるピけである 。

道路に商しに 入 口が狭〈て . 庭 l二回し? こ tl1 rl  

が憤いのは 、多数が- 度に受付へ. j 1J 1し寄せる こ

とを防( ' 潟である c

事務室前の約 2 坪はがf( 2}  ｮ ［ｪＭの餓ｾｾＺ［を組ん＿ご

: y. : J 11で聞ひ 、f列目はそ の中にて求人 口及t:i・if:Hの

H乎ぴあげ制介以の交付等を行ふのである。銑管

は地 ｉ ｾ Ｎ ｉ コンクリ ー ト の中 に 卜 分に 深〈坦Ｑｬめ込み

多人数に. j IP されても決して倒れない総頑丈にし

てお〈 。

全て寄託の濯 し 、掠働者相千で あるから 、 Ｕ 千 ＱＭ Ｑｾ ｦＩ ｪｩ ｊＮＧｩ

丈第一にすべきは勿論 、道路に間しに窓には丈

夫な飢格了を訟 Ｚｈ て ｾｊｾ 力 の失設 に制 ｩ ｪ へる。

Uk1当肝: 夫)

神戸・西部労働紹介所

1-;: 画一

問

階 2 J 三 而 悶

v  4 2  大 阪 ・ 千 鳥 楕 傍 働 紹 介 所 神 戸 ・ 西 部 第 働 紹 介 所
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階 平 田 岡

東 京 ・ 同 潤 曾 啓 成 社

豆E 宝こL

J  

、一

て区工芝二

啓 成 社 ( その 1)

I 二二E

作 成 制［は ｉｾｍ 東大地反に於て生じ＿こる多数の不幸なる不具務疾者に優良なる義 ｩｪ ＺｩＮ｟ 義 足 を授

げ官能の恢復を? 計り 、 これによりて職業的 I'T教育を施さん目的を以て設立せ られにも ので

ある。最近では更に進んで殻兵並に工場 、鍛 山等の所謂産業綴兵或は一般の不具癒疾者迄

此車 Ｙ Ｑｾ が及Ｈまされて居る 。

*iil止は東京Tli板橋区民中島町の綾兵院内 に校 り、建築物は餓筋 コン クリー ト法 2 階建 、855

歩 ｆＮ ， 木匙 ＱＴＰ 坪 に して事務室 、 講堂 、 誹判所 、 作 業所 Ｎ 省 位 ｩ 合 、 義 ｮ ｾ 製 作 工場 、 レ ン ト ゲ

ン室、国療空白 、食堂 、裕場、がよ車場、闘書室等 の設備がある 。 ( 中村 寛)

置

• 

4 3  v  

、
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啓 成 社 ( その2)

職業1'} 教育の謀科は ミシン裁

縫 、婦人子供服 、線約l工、履物

仕上、履物附nl!i に分? これて居るィ

上刷は家具科、洋服裁縫科、作

業室に於て義肢、 義 足を 以て完

全な作業を営む欣況を示すもの

である 。 ( 中村 寛 )
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東 京 ・ 同 潤 曾 啓 成 社



l 階 平 面 図

2 階: z p . 商岡

健 康 相 談 所

紡接7象防の一つの機酬として枇ili 設立され? こもので .

現有 2 ケ所あるが、次第に増設して、近き純米には 少 〈

とも大阪市内科医 lこ各々 - 11111所の健康相談所が設りられ

る強定?ごと l:LfJ < 。

刀根山紡桜 Ｑ ，はｼ院とｾ絡を ｬ 奴り 、 品 ｊｊ 緩Ｇ催病者の Ｇ Ｑ ＱＮｪ ｾ Ｑ 政見

と、そ の投礎的療とを 目的とする o ｊ ｊ 桜 山 病院は他ｾｾ相

談所の診断に依り、 希望に依って入院の手偵を取ると言

ふ11国f芋になる。

泉尾他県: 相談所は一部錨筋コンク リート治 2 階述 、一

部木造平家建である。

一階中央蹟聞を比較的民〈取って待合室を放ね . そこ

から診察室、薬局 、事務室、太陽燈室等に通じて居る。

診察室は鹿置室と連絡して居る 。

1 階木造の部分には 、薬品倉庫、使丁室 、炊事場. 浴

室 、便所。

2 階 には蹟聞 を囲んで看護婦室 、岡山室、職員室、検

奈室、レント グン室、暗室、培 養 基 室 。 ( 新 名 極うた)

大 阪 ・ 健 康 相 談 所 45
V  



結 按 病 院

刀根山結接 病院は原 則とし て少傾牧 入 家庭の結核 ［ ｬｾ 者

を牧容し、無料にて入院治療せ しめるのが目的である 。

阪急: 畳池の近 < 65，000 坪の丘較を敷地とし、現在木遣の

病合に ＴＲＰ 人の ＱＡＡ ｾ 料 .. J!. 者を牧容して居るが 、昭和 6 年 7

月に銀筋コン クリー ト5 階建の病館 ( 延約 3，100 坪) 、同

3 階建の本館( 延約九000 叫) 、立立に木造J付属家の構改築築

成り現在工事中、本年末竣工の議定である。

聞は士宮築計霊案であるが、竣工の! 廃には牧容人員無料

患者 180 入、有料，皆、者 150 人を増加l し、収容人員合計 750

人となる議定である。 c新名種夫)

泣

v  4 6  
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大 阪 市 立 刀 根 山 療 養 所



大 阪 市 立 万 根 山 療 養 所

主r. 商 闘

4 7  v  



本 館 地 階

病 釘r 1 階 平 面 凶

大 阪 市 立 万 根 山 療 養 所 4 9  v  
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本 fiif 1 附1 J ; mi 臼l

114 f;i f  2 階

大 阪 市 立 刀 根 山 療 養 所



本 i'i i 2  ffl 

術 館 3 1符 本 町 四 日

大 阪 市 立 万 根 山 療 養 所
51 v  
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問日 泣 凶

愛 生 園 長 島 国 立 癒 療 養 所

長島愛生聞は岡 山l際邑久郡裳掛け長品に在る 、岡山rli を去る東方 7 旦に古る o 全島商積

ＳＱＸ 阿 ｉ 歩 の烏 腕に皆療 の 道なき不幸な踊 Ｚｬｾ 者 ＵＰＰ 人を牧容してゐる 、 建物線、陳数は問 、 建

築延岡積 3. 116 長f で主なる建築物は本館、病合( 普通病合、重病合) 、隔維病合 、皆局 、薬

局、試験室、治療室 、洗濯室、消ギ室の各棟、組拝堂、娯楽室等がある 。 ( 中村寛〉

岡 山 際 ・ 畏 島 量 生 園 5 3  v  



病 舎 正 面

階 平 面 幽

2 階 平 面 白l

v  5 4  岡山県草-. ｾ豊島愛生園



本官 Ｇｉｾ 1 階 平 面 l凱

Scal e 

本合 ｉｾ 2 階 卒 而 間

11! 1.お 合 平 市 岡

岡 山 懸 ・ 長 島 愛 生 園

5 5  v  
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立 面 凶

舟 一一一一弓ー

21' - 而 li; ，a

階2 J ' - 商 問

大 阪 ・ 木 薄 ‘保 育 園 5 7  v  



託 児 所 、 保 育 所

市内在住の低牧入者の中、幼児が乎ｾ纏ひになって

充分に活動の能力を蛮揮することが出来ない人 k の岱

に、苦閉その児童を預 り、家庭に代っ て保育の任に首

り、衛生及教育の見地から これを保育すると共に . そ

の児童の愛を通じて 家庭の蕪化普導を|凶る のを目的と

する。

生後 6 ヶ月位の乳児から 553齢までの児童を預る故に

乳児に到する設備と相営年長の児童 に制する 設備と 同

様の設備が必要である。

年長児童に劃する 設備は大略幼稚園と 同様であり .

Jael い遊戯宝石? 中心として、 ぞれに 保育室 、集合室 . .LI二

睡室、場合によって は皆療室等を配し、屋外には兇主

1 入賞大略 1 t l'-以上 の運動場を設り 、とり吾、砂場等

の設備を する。

遊戯室は床板張とし、運動場に向って院 い/ J J 入口を

|泊〈 。 この出入口はなる べ 〈階段の数を少 〈し、山来

るならばスロ戸プにて運動場に 1- 1 : ¥られる様にする 。

普通玄関と児童出入口とは直別し、先輩 出入口はな

るぺ〈 蹟 〈取って置〈 。

聞は弘済舎設立の木津川保育所及市立 日ノ出町託児

所で あるが 、雨者共託児所 としては最低限度の設備し

か持っ て居な いこと を断っておかねばならぬ。

木津川保育所 ( 木造平家建)

待合室、薬局 、診苦笑室 年少保育室( 10帖〕 保育室

( 121陥) 寝室(61陥) 遊戯室 ( 20均i 25)  集合室(241陥)

相談室( J 61陥) 使所 . 手洗場

日之出町託児所 ( 木造平家建)

遊戯室( 51. 84平方米) 保育室 ( 25. 92卒方米) 事務

室( 12. 96平方米)

宿直. ，炊事場、物入、便所、 普通玄関 、児童玄閥 3

( 新名種夫)

v  5 8  
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l  ト符 l p. iui ｾ＠ ｪ ｩｾ ｪ＠

2 階 l J i 而 悶

3 階 l J 三 面 凶

湊 川 児 童 相 談 所

車Ij l戸 市 立 5己主相談所 は見 ! ll; /) (ili hl t  r'¥' 能 等に つ き 一般 市 民 心相 談 に舷ずる

施設である。

建物は鍛 筋 「コンクロート J 3 階 ill 一部地階 、搭 J.t 附で延呼数 198 Tj! 、

同工授 は約33.40 0沼|でJ1f，l，!，U5OI三3月に竣工した。

神 戸 ・ 湊 川 児 童 相 談 所

( 奥江! 被〕

5 9  v  
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京 都 市 児 童 院

昭 和 Ｓ Ｑ， ド ｅｌ きあ Ｗ こリ よ り Ｚｲ ［ｾ 宇 Ａｩ｜￯ｨ へ 御 ｼ マ ｬ 協 の 民 ｌ 合事業法金と 、 御大初本ｩＡ ｕｬ 合よリ の 笥 Ｚ￟ｦ Ｎｊ合と によ り殻 ＺｳｲＮ

されたも の で 、rHI :2il. Jc誌 の保談機関j で み る。 rJ;t'J: 2il. 3己誌に到する副" s

'

(I(: 危k : 昭を弘吉 見! i 'f の世基金なるを捷

YI を耳)J け、以て 持 良 なる i I 1民た ら しめ ん と す む を 目的と する 。 京 税 市 '(r: Ｈｊ Ｚの 中ｾ 以 F の母 性 及 18歳未i ! 品・

の 5cII' l ; l ( 木施設 の !t;J-;g' {で あ る 。 事業 を分 %1す る と次 の卯1 < で ある 。

母刊{ 与と殺 の1:Z1: ｉ よ 一一 ＭｊｊＩ ｊ ｪｬＯｚ 、 診 療 、 ｾＡＱ ｪ だ ｾＱｉ ＺＺＵ ｬＡ ｪ， ｬ ｴ 相 殺 。

見ｊｪ ｉ Ｇｃￎ ｾ Ｇｉ［ 告す ｾｾ に キ ｦｬ ￯ｩ 剣日［ＡｬｦＮ J )  ＱＺｻ［［ に は 一一 一 般に主 主 ノ ｊ 世ｴｌ ｬｴ 亡、刻 、 ｴ ヨ ｔ｡ｪＭ 、 版業予ノ ノ 有Ｑ， 虫 、 』 才市 Ｈｉｉｓｾｊ 伏見の 相談及

仇 ｾ i守主?ヨH1H，4、 牛 乳 供 給。

Z士イヒ川岩手 の leZに I ｴ 一 環境呉［伏見ノＧ ｾ ， ｖ Ｑｉ Ｑ 七 、 付、授 、 ＡｍＮ 安 、 見設 に 闘する 各 科 ｩ ［ｊｾ 集 機関の 考案 、 製 作 、 謎

t阜、 約 介、低1' l 、指 導件 。

一 般教 化 の1J ，に{ 士一一 母nlり 己 主 に 闘 す る 講 演 ， ￣ 湾初 、 消防 、 ｬＱｬｊ質 、 文書宜伸 ｬ ｾ Ｚ字

建 築 市総 本 館

5)1jf?;'1 

延床 而絞 合計

306. 73卒 方 米

341. 1121三方米

1，676.91平 方 米

*向'f ，:  C: MM足弱i1 +品i 3i ' )庁述 、 51l
J ｾ［れよ 木治 ｺ ｰＺ家次 Ｒ 階建石和 ｩｬ 板葺 の 建築であ る 。

本的 に は 主として 、 診療 、 治 Ｔ ＡＮｩ 、 分 娩 、 相 談 、 ｚ文 化 、 ＯＡ｀岩 手 、 調査 、 研究去すに闘する諸気が ｲｩｾ せられ

J) IJ  i lif Iよ大 略病気主ソ土手術祭 て・あ る。

〈三橋図太郎〉

京 都 市 児 童 院 61 v  
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配 置 岡

千 葉 懸 ・ ー 宮 畢 園
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本 舘

本館は餓筋コンクリ

ート 浩 2 階建. 延坪数

207 坪にして事務 . 問

療、教育の3音f，r'] I二分? 二

る。 虚弱兇主の教室長は

多人激怒位の教室は不

可にして最大限25人以

下を標準としてゐる 、

此数室には児童の身長

脚長に際じ調節し得る

岩谷商白製作に係る標

準机を使用しである。

治療室には太陽燈共

他物理的治療に必要な

る施設完備し. 別に X

光線室を附属せしめ i診

察並治療に嘗らしてゐ

る。媛房は中央スチ ー

ム媛房、療養合及病合

はセクシヨナル・ヒー

テイング、給水は撃井

本館屋上に水糟を置き

屋上にポンプ揚水各所

に配給す。( 村中寛〕

v  6 4  

本 館 91- 御

号土 ｾ＠

治 療 手 伝;

千 葉 照 ・ 一 宮 畢 園
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療 養 合 9卜 籾

ま を 療 合 正 面 凶

v  6 6  
千 葉 廓 ・ 一 宮 畢 圏



宿 舎 正 面 闘

1 f - 商

病 合 正 面 闘

1f- 商 間

千 葉 廓 ・ ー 宮 串 園

療 養 舎

本間設計官初に於ては児童の病弱の程度に鹿

じ、これを三つ に分ち、病合. 療養合、宿合に

各 k J炊容する言十重であつにつ療養合はその設

計方針は全然サ ナトリ ウム病憾の型式に倣ひ.

日光浴 室 、 空気浴等ｾ行ひ得る ｪ 菌首な る 設備 と

なってゐる 暖房は本館病室 . 療養合のみに設

りて快復期の児童を牧容する宿合tこは援房を設

けでなかっ＿こが、最近に到り定員数ｾ加に伴ひ

宿舎 も療養合 と同様に取扱れこ h にも媛房を設

り る に 到 っ た 。 ( 中 村 克 )

6 7  v  
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大阪市教育部所管の児童保護施設に六甲郊外車・闘がある。阪榊沿線六甲のスロ ーフ。を利用して建てられ? こ虚弱児童の保護施設である。 この利用は夏

期を 主 とし 、 一 定期間政弱児 ｬｩｬｾ ｊ 炊 容 して、 肉髄 ｴ 立に精 ￱ｩｲ ＡＱ の 世Ｚ￟全を期するのが目的である 。 旬Ｚ 日 の課程は殆ん ど ｍ 耳Ｇ外林間 等が 利用されるから、教室は

僅かに Ｒ つしか設げてなし Ａｈｾ 敷の宿合が建 物 の主要部分を占め て 居る。それ に附屈して板 敷の 休 養室 、 食堂 、料 理場 、浴 室等があ り、別棟に保育者

の住宅が取られである 。各宿合に夫 k 便所を設 げに のは児主にあ り勝な便所の粗相を防ぐ潟であ るo これと似Tこもので保育よりも保護を主 としに もの

l二、保他部主管2の淡路臨海保護所が ある。やはり夏期にのみ聞かれるものである。 ( 新名種夫)



2 階 2 F 面 凶

市 民 舘

中jキ:階級以ー下の人建の作間と なり 、生活の

全般に 沙っ て教示と指導とを興へ、以て彼等

を?占m諜化 するを目的とする 、所謂|燐保事業

の機闘である。

従って市民館は 、枇合事業のあらゆる古b門

の施設が施されて、初めてその完全な機能を

毅揮すること が出来るわけで 、現在出来て居

る東京市の大塚市民自民. 同i問舎の猿u: 隣保館

などは . 枇交室 、大集合室、敬室. 相談所 、

公衆食堂( 大i船 、屋内運動場( 大塚) 、授産場

( 娯江 入 託 児所O; i i : 江) 等まで備はって居 る。

例に 翠げに柴nrr 市民館は此意味か ら非常に

貧弱なもので 、I 階に事務室、! 住接室 、職業

補導室、|副書室 、歯科診療室 と宿直室及炊事

場があり 、2 階 に諮堂及致備室 3 つがあるに

過ぎないが、それでも職業補導、各種相談歯

科診療、諸極の集合等に相話の成績 を挙げて

居ると 言ふ 。 ( 新 名 種 夫 )

大 阪 ・ 麓 町 市 民 舘

l 階 Z! ，- 商問

立 高 悩 !

6 9
V  



津 田 重量

銭 第

最 近 の 朝 日 新 聞 、銭答欄に 山 田泌氏の背言列車

のr1::. - !J j の事が書ν 、てあった c お 設 尤 も千潟、i1.4

Aまなしに無暗にあたためられて は苦し〈てたま っ

たものではない。丁度欧洲を冬歩いた経験で は、

温度調節が放客自身で出来る よ うな寿司自に援置が

しであるのは便利で斯〈あるべき事である。各自

が希望する温度に出来る事は必要の誌で 、無 暗 に

無駄な燃料を費して 、暑くておまけに喉 を痛め て

高い汽車賃を梯つては貨際やりきれない。序 r q養

護 を造 る際 主、叉片附ける時の盛者iこは衛 生 的 で な

い。 之れも改善したいものである。

ピク トリヤ停車場 は使 利 に な って 居 る。普 jffi の

出入口とは別に列車の右寄付けに ! J ! 7 シーが来る の

は甚だ都合が よいo 大きな停車場で は之 の !J !7 ;/ 

ーの始末と 、其の機能疫療とを充分考慮に入れる

必要がある。「列車よ り直接街道] にと斯( なれ ば

徒 歩 者 も 大 に 混 雑 が 助 か る諜 で ある 。

公 闘 の ..-..! ! ; ' チが狭い歩道に据え られであ るのは

邪既になるものである 。之 れ は 始 め か ら滋 よ り引

込まして置〈と歩行者に都合よ く、f カイロ或はル

ザ y ヌ」 の公劉で之れを見かけた。 叉 寄 り掛 P を

中央か ら前後に動くよう になって居るものは 日光

浴をする時に都合がよ いo 之 れ はr=- ース j rカ Y

ノ」海岸散歩通りにある。即ち太陽に向』、昨年と反

翁 に 、 日光 を脊に 受 け る 場 合 に位 置 を後へ るに甚

だ具合がよい。

建 築 場 で 言者材料の整頓 した蕗は奥 床 しい気持の

するも の、反釣に飢雑で木片は散りぢりばらばら 、

釘のだらしなく務ちて居るのは非常に見苦しい。

秒 宇 制 莱 の残 っ た も の を 投 げ 苧 り、 セメ Y トの 織

や 袋 の催 に 、 かたまっ て放り出しであるのは ー熔

其の不始末に驚〈 。先 づ 現 場 は 整 制 第ー である 。

v  7 0  

工 事 中 、建 物 線 切 の矯め道路を陥落さ せ ながら 、

其 の 工 事 の 務 成 迄打 捨てて置かるるの は、甚 だ 通

行 者 に迷 感 千7JI. で ある。工期中教聞に適温・の彼奮

作業をなすより各個に注意を希望してやまない 。

( ; 1 : が き

「ロ Y ド :.-'j で官製はが きを出すと t !銭2 鹿 5 毛

取られる 、私製はがきには l 銭 切手を貼れば通用

する 、此 の 2 厘 5 毛 の 差は蓋 し 紙 代 ?

慾 張

60fl lt で何品 で も勝手に召上り次第と云」、飲食j苫

がi =- ウー ヨーク」白援きの場所にある 、 乙れで 肉

質になって行〈民主を見ると人間の闘の腕も大抵知

れたもの 、卒 均 して 60 仙 は詰め込 まれぬもの と

見 ゆ る。

ピヤ J ピヤ J ( 静かに〉

「ローマj の停車場で案内者から口偲された伊太

利 話 の静かに 願 ひ ますと云」、言葉を』起用すべく 、

赤帽に荷物を積込む時如何にも流暢らしく 、 ピヤ

ノ 、 ピヤノ 、 と や った島ｾ Ｎ < 先方に jffi じたのは非

常 l亡検快であった 。

モ ザ イ ク

ローマ帝国昔 の文惑を誇 P し名差益り の カラ、 カ

ラ浴 場 の 床一 面にモザイク意匠の立汲な もの が今

術大切 に 保存され て 、 あるＡｾ所は砂を銀りかけ隠

し、 あるものは肢に其の一角から後行者 にとっ そ

り掘り取られつ λ ある 、之 の 精巧なるモザイクも

す ｦｩ めは極めて手経のもので ｔｾ 色の梨なる大理石の

小片を出鱈 自にE泣きならべたものに過ぎないらし

い、単純よ P 復 雑に遜 む ζ とは1 R 然の ζ とである

が之のJ ' i l . 純 の もの劃j る民主で見るととが 出来 、却 っ

て中々趣きがあるような焦がする 。

コロシボの偽寺

無暗に彫刻で埋め切っ た俗 惑 な 手 法 の 飢mは 阪

かよ りうるさ過ぎる、壁といわず慮根、 ど ζ もか

しこもｾｅｦｲ が ない 、 只もう雑然と劣等な書芸術 の表

現? と柳か荻 し〈 感じた 、車1二上にいき た狛 が 気 持

よ〈眠って居ったには附 近 の彫刻と間違える程よ

〈調和して貨物のように見 えた 位、他 は 推 して知



るペしである 。

掲 万r

日本V feの漢字の掲示を支那人が 見 て驚 t そうで

「御締人主主 j 之れは締人を 0 0する意味である そ う

な、定めて笑って居る ととであろう 。支 那 の町を

歩る い て商底 のfst 告、屋 械、掲示等 何 れ も形 容詞

告書山 、E J i 官官白髪三千丈 の聞とうな づか される 。南

京鍛治の列車中の掲示中 に臼 ( W約 勿 隠 地 吐 疲』叉

踏み切 に御 用 慢のわj、心火事』も よ〈ある 。

菟 の 彫 刻

f ロ Y ド Y J の植木屋によ〈石泣1宝物大 の兎を陳

列して貰って居る中腹で前足 を とげて人を招〈よ

うな椅好が如何にも可憐である 、郊 外 に 出 る と 小

山のほ とり 之 の野育 の兎 が飛 び歩 るい て 、人 も従

事 の近寄るのも恐れずち ょとん と細 い限で隊ん で

居るのを見掛ける 、其委 が石 の!拶霊!lJ となってそ ζ

此島の庭園を飾って居 るのである。

カ バ

ポツダム離宮の見み に赴く 型の 如 〈 入場料 を扮

ひ l 組 となる迄待合せ る隅 に陶 製tt. /)} rォーフヱ

YJ がある 、気持よく且つ頗 る暖 かい印刷物ゃ給

はが きの賢J苫の繁昌よ ろ し〈 共 の内務定の人数が

揃」、と 案内人立あ が り、諸君 共民主の カパ ー を靴 に

おかけ願ひたいと 言ひ渡す民主が之 の カパ ー恐 らく

18文とうだかであろう 、一同 〈す くす如 何 に大は

小 をかねるとは云ゑ俗 p に大 量泡ぎ る、なる べ〈

小形のものをと撰んでも 、だぶ だぶ二三間歩る く

内に大抵抜け f. 1: l して仕舞ふ . ｲｾ も乙も片足宛引摺

り其 の内には手に持って 、 くす〈す笑」、て 居る主主

中がある 、 お登さ んの胸中定め し濁逸人の足は馬

胞 に大きなも の と言ひ合せた ようである。

賎 蛋 車

ニューヨ ーク か らワシシ トy 行き夜行銭菱寧の

注文をす る切符1車場で少々窮屈なれ ど も時間が僅

かである か ら爾人別 奇でな〈とも 1 人 分で 2 人 使

用す るのが得策とのこと一寸妙に感じたが、も 〈・

り込んで見ると 立 il 正に役立つ一人前の終E査を 2 人

で使用 差支なしとは流石大陸式、最 も 他 の凶では

徐 り見受 けぬ ことで或る圏 では到底そんな ととは

許きんであ ろ う、蕗俊れ ば品かわるである。 fnJ早

朝到着する筑め 1 時間位は卒中に居ってもおかま

ひなしと は毎々以て fl!iホj な ζ とである 。

無 気 味 な 貨 物

ロサ y ゼル スに数 百疋 の鰐 を 飼 って居 る 古 参 株

の或るもの は人 を乗せて歩る く複訪11れ 、又あるも

のは生来の猛慈性 を共 催 現 はし仲間と争」、て首を

噛まれ入院中 の掲示がある 、!i fJ か ら成長する迄別

室に模型が ｍＡ 列 して ｾｉｪｪｪＧ ｩ したものである 、 生れて

か ら他か に 5 日日と 云」、も のilf に長さ 約 8 寸 、 番

人は雑 作 もな( B問中 をi箇み上 げ 1 Ｙｾ で 差 上 げ ま す

か らこ|‘疫 に持っ て高官 らん かに驚 いた 、尤も資手 は

まるで伊勢海老位 に考えて取扱かつて居 るであろ

う。

最 善 の 努 力

ある歳 K 九 が 11 月桑tl 与をf. 1: l 帆したロサ ンゼノレ

スか ら積込ま れ た Ｎ ｾ Ｇ ｴ 烏 のひと 誠二銭胞 な 畿 の 内 に 笑

立 っ た催 身動 もならず結 尾の 甲板に積込ま れ た運

動 する 徐地もなく 時々 形 式 に71 < と何か食物 が奥 え

られて 居 るが、t I を下に向 け ること も出来ぬ無到!

な氏きおまけ に三方 より 風雨は勝手 に吹き iiIiナ 、

最早 畿の主主近 〈朝夕 は相 官 寒 い 暖凶に 育ったぬ定

めて干苦痛 を感じ て居る とと であろ う。

「ホノ ルル .11こ到着した 、少 し運動 でもさせるか

と見て居ると J: t . 依おま け に今度は上屋娘も治って

やら ず百度 に近い炎 J U，こ晒し、直接日射を受 けて

居る には同情 した。

とんな 待遇で横滋着の 2 目前迭にあの1止にお さ

らばした船員 が驚い て 2 等 食堂 に集ま り跡仕末の

合 議 を聞 きi荷揚異議 な く受取主 に主主る無憶の案文

を隅の方で聞 いて吹き出した のは自分一人であ る

電 報 に 臼 〈

最善 の努力 を鑑したるも功な く段鳥今朝主主に死

す哀悼の歪り 。

71 v  
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工 事 請 責 規 程

建 築 正 予 舎 日本建築ー1: 合 ( :大正十 二年べ月決定 1
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日本主tt 築 協 舎 建 築 業 協 令 ¥ n自利 八 年 月 四 改 正 /

ぴノ、飲字締入ノ符披 トス〉

内言事明納 容 | 第一保 請負 人ノ、 ｉｩ ｘｩ ｩｊ ｩ 、 仕様書其イ 也 ノ書類ｾ ＨＺ火リ工事ＮＺ］Ｎｾ スノ ι 一切ノ費用ア詳記シ ｆ ノレ

後 l 内諜明細l脊 7 契約締紡後 日以内ユ注文者二鉱山スヘ シ但 内課明細舎中= 談記 、

［笠宮 Ｑ 叉ノ、 ｩｬｈ 属ｾアルモ之カｾｾ前負代令ノ線制ヲ霊登更セサノ ι モノトス

保 謹 人 | 第 二 保 保 詮人ハ相手方ノ承認セ ノι 者 F ノL へ シ 若 シ 糾1芯 人 カ保詮債務ノ履行不可能ナ

ノ ι コ ト ｬ 珂 ナノ ｾ ｾｾリ ｆ ノ ι トキノ、夏］相手方ノ承認、セノ ι 者 Ｗ 以テ之 ］ 代 Ｗ ノ ｌ コトヲ姿ス

下 訪 仏 ｼ 第 三 俊市 ｾｩ 良人ノ、工事ノ金部又ノ、大部分 Ｗ 一括シテ 夏］之ヲ第 三 者］請負ルムルコ ト
ＧＷ ＱｾｩＧ ス

施 工 ｼ 第四依諦負人ノ、契約書］添昨 ｬ シＨＷ Ｏ ι 凶而 、 仕ｦ，ｊｴ ＾［ ｴ ｾ J:t.他ノ tlFゐI¥"Jfe ｾ ［ｉ 守来示スヘ キ 之 さずノ

制舎ｾ Ｑｬｾ事長ス ノ ιＱ［ ，請書放］ 指 闘］ 選ヒ施行スヘ シ

闘而iZlt ヒ仕様書 rl' 不明ナノι 部分アルトキ又ノ、泣 i肪アリト; LUメタルタルトキ戸前負人ノ、

其工事= 着手スノι 前監督技師ノ指闘ヲ受クヘシ

第五: 依 訪負人ノ、工事若手前工程表 7 作成シ監督技 fllli ノ承認ヲ符之= 準銭シテ施工スへ
表

エ

型

、
模

本

向

任

問

、

見

寸

闘

ヒ

ヱ

現

作

品
A
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第 六t荒 波寸悶ノ、監管技向i契約書= 添附シ F ノL 悩1m、仕様令其他 ノ悩l舎 = 依 リ之ヲ作成

シ工程表 = 鐙ミ泊7苛ノ時期= 於テ請負人= 交付ス也市¥jj 通人之 7 作成シタノι トキノ、監督

技 師 ノ承設、ＧＷｾ与ヘシ

工作図ノ、所要ノ時 ｊｭ ｾ 於テ現寸断］基キ的負人之チ作成シ遅滞ナク監督技師ノ承認、 Ｗ

f♀ヘシ

模型及ヒ見本= 付テ ハ前二項 = 主幹ス

第 七 僚監督校日 ｉｬｩ ノ、 脳 Ｑｭ 、 仕様書其他ノ書類 二基キ工 事ノ此督ヲｾスモノトス

監督技師ノ、随時現場= 臨ミ 施 工上/ 指闘 7 奥へ又ノ、材料ムヒ施工ノ検査蛇 エ試験ヲ 行

7 コトアルモノ トス

監督技術レ、工事監督上現場係員' 7 [ ( クモノ トス f且工事ノ程度= 依 リ之ヲ置カサ ル コト

アノｾ Ｂ シ

' i l i ' 事者!鐙方 ヨ リノ申出ノ、監督技 11mＧＷ怒テ之ヲ Ｑｾ スモ ノ ト ス

第八俊 現場係員ノ、E主管技日iII ノ指 闘 7 受ケ苓【ラ縮工 l ノ背役= 従事スノレモノ トス

現場係員ノ、監督枝問 ｩ カ 現場 ］ 在 ラ サルト キ之 ＧＷｻ｜［到 ｩ ス 但請負人ヲシテ工事ノ努更ＧＷｾ

サシ ムルコト ヲ符ス

第九依 工事用材料ノ、脳J j 可、仕様書其他ノ ;rF類 ユ依リ激メ! 泣督技山li ノ検査ヲ受タヘ ν

{ l : 様書= ょI J ; ? 材料ノ試験ノ、監督技師/ 指示= 従ヒ迩滞ナク之ヲ 行 7 へシ

検 査 lえヒ試験ノ結果合絡セ F ル材料ノ、之 7 使用スヘカ ラ ス

施工後ｩＮｊＺ［際空ｾ ｾｾＢｴ・キ ｆ ノ ｌ 試験ノ結果合絡七サノ ι 的所ノ、 ＱｙｩＺＱｦｩ 支 ｉ ｬ ｬ ｬｩ I 指 示 = 従ヒ遅滞ナク

之ヲ修理叉ノ、改築スへシ

仕様書世 ｪ 示以外ニシテ科料 Ｑ え ヒ 施工Ｏ検査 ｾｶＮｾ 試験ノ伐特 ｾＡ ｖ 日 Ｗ 要 ス ノ ι 場合ノ 、 注文［

者ノ負嫁 トス



工事ノ俊更

2士ヒ遁加

第十佼 注文者カ工事ノ 1俊更叉 戸建力" ，. 錦サ y トスル トキノ、常事者及ヒ監督技師協議ノ

上之ヲ鴛スモノトス

前項ノ場合= 於テ請負人ノ、工費増減明細書及ヒ完成期限鯵 7 明記セル書類 7 監 管 技 師

ノ指定シ ｆ ノ ｌ 期間内 ］ 提出スへシ注文者之］霊堂 シ同 意シダルトキノ、注文書 Ｗｾ 運シ請負

人ノ、直= 承諾書ヲ提出シ遅滞ナク工事= 責苦手スへシm請負人力前記期間内= 書類ノ提

出 7 怠リ F ノι 場合= ノ、工費場滅其 {也 ノ事項= 付テノ、政1 : 1 - 技師ノ州定: 1 ' 壬ス ヘシ

改 エ | 第 十 一 俊 樹 負 人 カ 契 約 ノ 本 旨 及 ヒ 第 九 依 ノ 規 定 三 迩 背 シ テ施工シタり ト認メ F ノι トキ

ノ、監督技師ハ Jt 旨 7 明示シ工事ノ一部チ隣接検査シ之ヲ改工セシムルコ トヲ待部i 負人

ノ、之カ ｪｾ : 完成期間ノ延長ヲ求メ又ノ、工費ノ増傾若クノ、鋭答ノ賠償チ請求スルコトヲ

符ス但3背負人ノ責= 締スヘキ事由= 基カサノレコ ト列 明 シ F ノL トキノ、此 限= 在ラス

安F 務 取 締 | 第十 二依 工事場構内= 於ケノL 若手務取締、従業者災害防 11: 設備lk. ヒ就業時ntJ ノ、読負人民

1:1-技師i ト協議シテ之ヲ定ムヘシ

2負 人 ノ 出 | 第 十 三 僚 制 人 ノ 、 日 々 現 場 = 臨 ミ 鰍 ノ 事 項 7 制 ス へ シ 但 自 ラ 閥 シ 得 サ ル ト キ ノ、

|  監督技師ノ承認チ得タル代理人ア置タモノ トス

諜 Ｒ ナノｾ I  第十四俊附技師ノ、請負人= 風スノレ一切ノ従業者ノ施工動作不通貨ナリ ト認メタル ト

キノ、市 ｾｊ 負人］之カ更迭ヲ要求スルコトヲ得

訪ー負人山現場係員ノ指悶カ不程協・ナリ ト認メ F ノルトキノ、監督技師= 封シ其理由 7 陳 述

シ共州定チ要求スルコトヲ得

第三者; 三釣| 第十五線 契約ノ目的物= 隣接セル管造物ノ保護及ヒ之= 関税スル工事エシテ施設ノ餐

スル拡l 舌 l  

更叉ノ、遺力Hノ必要ヲ生シ F ノL トキノ、契約ノ純悶外トシ食事者及 b 監督荻姉協議ノ上別

= 之 7 脇工スノι モノトス

工事施行中第三者 ノ生命、身佳、財産等= 霊訪 シ又ノ、第四依及ヒ 前項: 1 $ 竣シ施行シタ

ノ ι 工事ノ錫隣接密造物］主主シ損害アカ ｈ へ又ノ、近接居住者トノｉｬｾ : 損寄= 闘スノι 紛議ヲ

生シタルトキノ、言背負人其ーー切ノ底磁解決 =-1i¥. ＱＩ 之］袈スル 費用ノ、 ｴ 君事者及 ｴ ￆ 監督技ｾｩｊｩ

其原 ｬ 主 ｬ ヲ究メ Ｑｚｊ ｊ 議ノ上各負捻ｾＧ｛Ｗ定ムルモノトス ｦ 且其原凶カ請負人ノ不注意叉ノ、施工

上ノ域統= アノレコ ト明ナノL トキノ、諦負人其責= 任ス

延 期| 第 十 六 依 天 災 、地後、戦鋭、暴動、努働母子議等= シテ不可抗力 ト認ムヘキ事1主張生シ

タノL トキ及ヒ注文者又ノ、現場ノ都合= 依リ契約舎第二僚ノ工事着手期日迄= 芳手ス ル

コト能ノ 、サルトキ豆長 ρ 工事 ノ進捗］支防 Ｗｾ 主シ ｆ ノ ｌ ト キノ、完成 期間 Ｗ 延長 ス ルコト Ｗ

Ｑｾｈ 旦延期ノ日鍛ハＧＱｬ｜Ｂ・事者及ヒ監督技由 ｬｩ 協殻ノ上之 Ｗ 定ム

第二十九依及ヒ第三十依ノ場合= 於ケノι rl l JJ 二日数ノ、完成期 Iln : 算入セス

支 携 | 第十七4提 訴j 負人 ρ 契約寺第一依= 記載シ? I ｉｾ 時期］工事ノ一部竣成］封シ及ヒ工事場

へ搬入シタル材料ノ検査済ノ 部分= 封シ段腎技師ノ添F&，7' 得 テ其債格ノ十分ノ九三本日

常スル金' 傾ノ去扮チf f i ' . i ' 求スノι コトチ得

後| 前羽ノ支扮rft 求 チ受ケタル時ノ、注文者 ρ 日以内］［由貿チ以テ其支扮 Ｗｾ スヘシ

引 渡 | 第 十 八 僚 工 事 完 成 シ ダ ノL トキ山請負人 ρ 直= 監督技師ノ検査テ受ケ注文者= 引渡ノ手

所有椛 ノ移

締

綴チｾシ注文者ノ 、遅滞ナク引渡 Ｗ 受 ｆ ヘシ

注文者三於テ前依ＺＱＧｬ衣ｊｉＮ訪負代金ノ支扮 Ｗｾ ササノ ι トキ又ノ、支扮停止ノ獄態エアル ト

キノ、百11 負人ハ契約 ノ 目的物ノ引渡チ抱ムコト 7 得 之 カ鴛エ 生ス f t . 損害' 注文者ノ負挽

トス

第十九俊 工 事完 成前下部主注文者= 於テ竣成部分幸子ノ、材料= 封シ支扮ヲ銭シタル トキノ、

其合額= 相官t スノι 物ノ 所有権ノ、注文者= 移縛スルモノ トス

訪負人ノ、契約ノ目的物ノ、 工事場事= 搬入シ !il l ι 材 料 7 抵蛍穣J t 他 ノ擦係ノ目的= 供スノレ

7 3  v  
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illl 延 利 息

号時

契約/ 筑波

危 険 負 挽

努働者災苦手

扶助

火 災 保 険

コト ヲ得 ス

第 二 十 僚 主全文者カ諮負代ｾ チ 支梯期日］支 扮 ノ、サル場合］山其重翌 日ヨ リ支携金 Ｇ 傾］重苦

シ日歩 ノ割合= 捜凡退延利息 7 支梯 7 ヘシ

第 二 十 一 俊 常事者ノ、相手方ノ承諾5 ' ￭ｾ ノＮ = - 非サレノ、第三者ヲシ テ' i i I・事者 F ノL 地 位 テ 承

総セシムルコ ト チＱＭ ｾｪ Ｚ ス

第二十二俊 工事中及ヒ工事完成後 ト跳引主主終了前= 契約 ノ目 的物 = 付 テ生シタル損 笥

ノ、請負人ノ負携 トス但不可抗力= 基 l却スノL モノェシテ請負人カヰ日常ナノι 波 窓 7 用ヒ 9

ノL 場 合Yえじ第十八後第二項ノ場合 =-1l>j シテノ、此限= 在テス

第二十三俊 諦f 3 . 人ノ、努働者災害扶助法令2えヒ努働者災出扶助責任保険法令ノ定ムノ. Ffr 

= 従 ヒ事業主トシテノ貧= 任スへシ

第二十四級 制負人ノ、自己ノ費用ヲ以テ工事中契約ノ目的物及ヒ工事用材料 7 激 メ 火 災

F手需主= 付 シ保険設空手 チ監督技師l エ提 示ス ヘ シ包共時期、期間 、令制及ヒ保険舎i 1 : 等ノ、

訴事者及ヒ監督技師協議ノ上之チ 定ム

3曾築又 ρ 修繕工事ノ場合契約ノ目 的 物= 捌 聯 スノι 聖子治物共他 チ 火 災 保 険 = 付 スル必要

アルトキノ、共保険料合ノ、注文者ノ負携 トZ

火災保険令 ρ 訪ー負人之チ取得ス但注文者ノ、既］訪ね人ニ支扮ヒダノ ＮｾＱ 傾 ア ノレ ト キ ρ 之

ニ相官1・スル保険金チ取得シ工事彼議= 従ヒ第十 七依= 司書シ訪負人ニ支挽 7 モノ トス

前攻ノ場合= 於テ ifi 甘え人ハ直ユ mm: 工事チ施工スルコトチ嬰ス 此場 合 = 於 ケル完成期

[mニ付テノ、第十六依第一B ' j i旦警 ニ従 7

殺 統 鎗 保 | 第二十五依 工事各部ノ 核疲ニ到シテ請負人ノ、引渡ノ持 ヨ リ一箇年問権保ノ武ユ任ス但

読負人ノ重大ナノL 過失= 基凶セルモノ= 封シ テノ、民法ノ規定= 従 7

耳主痕 i彦 柿

契約ノ j俊更

及ヒ解除

工事中 JI二及

ヒ解 約

契約ノ目的物ノ額痕カ注文者ノ貴= 録スヘキ事由叉ノ、監督技術ノ奥へ F ノι 指困= 因 リ

テ生ジタ. n - コ ト明ナル トキノ、請負人ノ、其1'i =- 任 セ ス

第二十 六 傑 契約ノ目的物 = 殺l i i Eアル トキノ、注文者ノ、 相官t ノ期間予定 メテ 諸民人= 之 カ

修補 チ請求スノL コ トヲ得但諦負人ノ、注文者ノ同意チ得テ 賠 償 チ以テ 修補 =代フル コト

チ1♀

第 二十 七t提 訴事者ノ、天災、地 後、戦乱其他 常時ヲ除クノ外契約締結後物倒及 己努銀ノ

書聖動等チ理由 ト シテ契約ノ獲更叉 ρ 解除チｾスコ ト チ Ｑ 号ス

第二十八僚 請負人カ契約ヨリ生スル義務 = 迩背シ F ノレ トキノ、注文者ノ、. i l ; l : ' f f 技師ノ窓見

チ徴シ工事ノ中止ヲｾ求スル コト ヲ符

業シ 前 B ' j ノ注背= 凶リ契約ヲ録シタノL 目的 7 遼スル コト官Eノ、サ ，. ト キノ、注文者ノ、!lt脊

技 術 ノ意見 7 徴 v 契約ノ併除ヲ鴛ス コト ラ得

監督技師カ工事ノ治行及ヒ工程表= 鑑ミi E 1 i i.= - 期間内= 完成 不可能ナ リト 認 メF ノι ト

キ亦前項ノ規定= 従 7

高iJ 二項= 場合= 於テ注文者ノ、請負人 = 望号シ 損害ノ賠償ヲ訪求スノι コ トヲ符

同 上 | 第 二 十 九 依 エ 事 ノ 完成 以 前 ニ 於 テ 注 文 者 " EI 己ノ都合= 依リ請負人ノ損害ヲ 賠 償ジ デ

後 l 工事 Ｗ 中 Ｑ Ｎ ＱＺＺシ叉 ρ 契約Ｏ解除アｾス コト チ符 ｦ 旦中 Ｑ ＱＺ 期 間 カ 日以内 ノ場合ノ、 f目安

ノ賠償 7 要セス

向 上ｼ 第 三 ｦ 係官 ｩｾｊ 負代合ノ分害 ｉ ｊ 支梯Ｏ期 日 経過後請負人 カ Ｔ 日 常ノ 期間 ヲ定 メテ催 告ＵＧｾスモ

注文者 ］ 於テ支挽ＵＧＮｬｴササノ ι ト キ ノ 、話負人ノ、其支扮アル迄工事 Ｗ 中 止 スノ ι コ ト ＷＱｾ｝Ｚ

向 上| 第三 十一 後 前 二依 =-{i (ル中止期間内ノ、前負人 ノ、危険 貨 挽 ノ 資 = 任セス

当長

前 二 依 ノ中 止期 間カ 日=- 2土Eユタ ル トキ 及 ヒ 注 文者又ノ、現場 ノ都 合 = 依 リ 工 事 =

*  渚手 シ符lサノι :llJ J 問 日］ 及ヒ タ ノ レ ト キ ノ、 鈴負 人ノ 、契 約 ノ解除 ＵＧｾスコト ア得



後 今 般 〈以下請負人 ト務 スシ、

絡 手誇ス 〉 ヨリ月IJ 紙 闘 商 業及ヒ仕様書 加= 記載スノレ

普 工事ヲ諮負ヒタ ノι = 依リ賞事者ノ、左記係: f I i i =同意ス

勢 第一俊工事務負代1 i : t . > 、 タノL 事

注文者ノ、前項ノ諮ー負代金ア左記ノ時期二分割シテ請負人= 支扮 7 へ キ事

ホ 第二傑音背負人ノ、昭和 年 月 日迄= エ事= 清手シ昭和 年 月

之 ヲ完 成 スヘキ事

後 前項 ノ規定= 違反 シ タルトキノ、請負人ノ、遅延ノ期間内違約会 トシテ一日 = 付

ヲ注文者 = 支 排 7 へキ コ ト

第三依 食事者ノ、本契約書 = 添附セル工事務負規程= 選 7 ヘ キ事

第四後 保君主人 ノ、本契約ヨリ生スル一切ノ債務= 付契約? 吉本者 ト連滞シテ其責 = 任スヘキ事

祷 第 五僚 注文者ノ、監督技師 トシテ ア委蝿スル事

本契約締結ノ登 トシテ本舎買¥i iIi ヲ作製シ食事者保設人及 t ! R . t 督技師各自磐名捺印ノ上官i. 事者各登

問

述 約 金

諦負人ノ注

意

仲 裁 人

*  

第三十僚及ヒ前項 ノ場合 =於 テ請負人 ノ、注文者 = 針シ損害ノ 賠 償 7 詩 求 スノレ コ トヲ得

上 | 第 三十 二 後 前四依 = 依 リ契 約 7 解除シタノレ トキノ、注文者ノ、内諜 明細書 = 記載 V タル皐

償 = 基 キ 工 費 予清算シ テ之 7 支梯ア ヘ シ包内諜明細書 = 援 ロ難キ モ ノノ、質事者及 ヒ監

督技師協議ノ上之 7 定 ム

前項ノ場合= 於テ請負人山現欣ノ依契約ノ目的物 7 注 文 者 = 引渡ス コトチ 袈ス

第 三十 三 俊 第二十九依及ヒ第三十俊二依 リ延期叉ノ、中止ノ事由カ愛生シ タノι 場 合 = 於

テノ、契約書第二僚ノ混約金ノ、盤整更セラレ F ノι 完成期日ノ忽 日ヨリ 之ヲ計算ス

第三十 四 僚 請負人ノ、本規程= 定メ F ノι モノ、外契約ノ義務 7 履行スノレ = 付善良ナノレ 管

理者ノ注意ヲ用フル コ トア要ス

第三十 五 線 本 規 程 = 脇 シ 営 事 者 及 ヒ 監 督 技 師 カ 協 議 ノ 結 果 協 定 7 得サル事項 = 付テ ノ、

仲裁人ノ抑j 断= 従 7

前項ノ仲裁人ノ、賞事者各一人 7 選ミ此二人ノ仲裁人更 = 一人ノ仲裁人ア選 ム仲裁人 ノ

中一人ノ、建築技術者タ ルコトア 要 z

仲裁人ノ卵j 断ノ、多主主決 = 依 ル其 判断ノ、之ア最終ノモノ トス

イ中裁人= 封スノL 報 酬 其他仲裁= 腕スル一切ノ費用 ρt 古事者君主方平 等 = 之 7 負彼ス

契 来句 書

伊ノ、飲字繍入ノ符霊童 トス〉

〈以下注文者 ト

日記 =

j]j : ; >保管 ス

昭和 年 月 日

住 所

注 文 者

住 所

右 保 霊 登 人

住 所

請 負 人

住 所

右 保 謹 人

住 所

監 督 技 師
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貝及 委日 本 建 築 協 曾 役 員
量士図

法 人 ( 昭和八年〉

一

男

窓

足

助

夫

一

一

=

二

光

知

廉

良

三

士

ロ

二

雄

郎

雄

二

郎

吉

夫

郎

弓

郎

治

王

同

信

治

雄

吾

山

敏

夫

郎

士

回

尾

治

夫

光

吉

郎

郎

一

一

郎

雄

郎

郎

重

一一品

目

治

吾

平

釘

郎

介

二

郎

一

寛

菩

知

末

之

悌

絡

会

員

戸

曾

窓

芳

一

衆

藤

誠

良

太

良

曾

厚

一

族

経

大

長

六

五

藤

祭

苧

式

命

誌

四

品

土

木

俊

一

笠

袋

線

三

担

霊

園地

五

ト

一

武

太

一

知

誠

金

五

藤

新

一暗

一

之

粂

太

正

村

内

閲

木

川

江

向

町

村

室

原

何

百

木

本

勝

柴

崎

村

井

川

藤

名

原

2

5
刊

問

弁

政

民

高

問

弁

木

膝

江

祭

本

仰

い

同

地

因

坊

M

M
田

井

政

塚

野

山

明

日

M

M

h
木

木

白

芝

鈴

官

同

波

司

自

松

大

久

小

三

森

加

設

樋

E

藤

石

洛

新

篠

潟

中

古

村

荷

曾

安

徳

谷

飯

大

阪

鈴

竹

波

松

森

山

博

晶

画

武

今

小

芝

坪

徳

古

村

智

院

小

官

判

北

篠

須

藤

ーー

務

A

務

築

務

宅

員

長

長

引

一切

則

長

喜

一

塁

本

員

常

出

長

員

常

建

田

訳

本

芸

員

常

住

委

長

員

員

員

間

同

貝

員

員

員

貝

員

骨

同

員

嘗

員

訴

員

賞

員

委

委

主

同

同

同

同

同

同

挽

同

問

委

幹

幹

斡

斡

斡

委

問

問

機

安

泰

同

問

問

同

同

同

問

問

織

委

幹

斡

幹

委

同

同

問

同

問

問

問

抱

同

委

別

刷

委

問

問

問

問

同

問

問

委

委

委

安

委

委

委 員 伊 東 宗 太 郎

同 小 川 陽 吉

岡 阿 国 孝 男

問 中 山 祭 太 郎

同 長 谷川 俊 弘

l司 1高 信

岡 村 岡 ノj、ー

捻' i s 常務浦 英 之 助

住 宅 委 員 曾

委 員 長 葛 里 子 枇 一 郎

幹 事 浅 野 合 厳

幹事: l f l 山 新 卒

委 員 赤 松 修

同 小 川 安 一 郎

同 河 盛 盆 太 郎

同 篠 崎 俊 二

問 中 村 源 太 郎

岡 松 本 儀 八

同 南 信

機 首 常 務 中 村 義 雄

百貨庖建築委員禽

委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 務 族 藤 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 脅 柳 貞 世

同 阿 部 顕 貝IJ

悶 黒 田 茂

同 玉 置 墜 次 郎

同 古 書 家 正 治

同 村 野 E事 者

向 渡 部 去 吾

挽 笥 符 ' 務 今 林 彦太郎

同 伴 野 貞 三

阪和上野芝住宅

博 委 員 曾

委 員 長 池 岡 管

副 委 員 長 安 弁 武 雄

幹 事 伊 東 宗 太 郎

幹 事 岩 尾 保 衛

幹 事 岡 本 新 次 郎

幹 事 北 垣 熊 之 助

幹 事 増 山 新 卒

委 員 浅 野 合 成

同 飯 高 建 夫

同 伊 藤 和 夫

同 小笠原 鈎

同 岡 田 孝 男

同 加 藤 養 吉

岡 川 村 種 三 郎

同 川 里 子 由 太 郎

同 川 口 一 二

同 久 保 田 隼 雄

同 佐 藤 松 太 郎

同 森 本 藤 吉

岡 矢 悶 餓 厳

猪l i " 常務古li 英 之 助

問 鳥 井 信

同 八 木 盛 ニ

瑞 光住宅1事委員 曾

委 員 長 武 田 五 一

副 委 員 長 お 里 子 批 一 郎

幹 事 小 西 一 良

幹 事 佐 藤 E 次 郎

幹 事 総 谷 五 郎

幹 事 古 嫁 正 治

幹 事 松 本 俄 八

委 員 井 上 繭 厳

光

士

口

介

夫

人

生

夫

郎

助

武

信

雄

郎

一

一

泊

三

淑

郎

一

軍

ロ

一

郎

賞

郎

郎

治

重

郎

作

一

武

水

一

郎

良

郎

一

吉

郎

勉

三

郎

一

郎

郎

吉

世

茂

三

郎

夫

三

喜

史

雄

殺

吾

郎

鈎

則

助

員

一

曾

重

義

之

和

庭

山

積

一

一

一

一

之

信

曾

敏

次

誠

一
代

寛

治

ま

亮

P
U

-

-
一

一

五

恒

知

五

太

毅

春

重

曾

太

一

太

雄

一

一

一

太

敬

治

丘

一

曾

一

藤

良

俊

太

監

拾

富

芳

餓

圭

献

曾

慰

之

一
時

差

問

藤

本

町

名

武

川

図

日

目

問

問

弁

時

川

瀬

日

間

政

族

休

日

日

間

谷

東

回

日

木

海

野

本

向

日

川

西

日

川

M

M
本

位

中

脇

町

藤

柳

田

野

原

E

井

島

浦

岡

田

部

町

一一

日

都

内

一
計

松

加

北

伊

岩

作

新

披

松

士

口

浄

烹

坪

秋

石

楠

エ

武

徳

内

七

古

前

総

伊

芝

鈴

高

永

姫

山

料

須

小

児

白

高

官

向

精

松

道

-A

強

中

落

事

円

泉

佐

篠

谷

鳥

中

三

山

矢

渡

倫

小

岡

松

-

z

t

一
市

務

制

一

務

ィ

務

ミ

l

務

審

委

一
都

長

落

事

員

常

迭

長

事

務

員

常

教

長

事

事

貝

常

材

長

官

惜

員

常

災

長

事

員

常

殴

長

事

務

a

員

賞

員

賞

員

賞

員

常

員

賞

員

委

幹

斡

委

同

問

問

問

同

同

携

委

幹

斡

委

同

同

問

問

同

同

彼

委

幹

斡

委

悶

悶

悶

同

問

問

捻

委

幹

委

悶

同

同

問

問

同

肉

強

委

幹

委

同

同

同

同

同

同

同

問

問

問

鎗

餐

斡

斡

安

食

造

吾

光

郎

信

雄

三

一

一

切

二

二

郎

治

維

郎

治

議

三

郎

賞

郎

助

知

男

則

郎

吉

二

郎

郎

安

良

郎

生

夫

二

次

尾

建

吉

治

郎

信

郎

維

郎

一

雄

三

一

二

郎

郎

忠

助

清

二

正

夫

三

一

道

武

口

建

一

飽

金

重

三

良

貞

重

之

策

盛

太

衆

議

次

代

縞

究

太

太

之

芳

孝

頭

次

藤

一

一

太

一

三

出

穫

祭

周

末

健

三

祭

太

一

義

太

殺

良

貞

重

厚

太

次

之

盛

積

謙

一売

正

信

i
一

岡

田

膝

政

築

け

井

藤

野

胡

笑

水

木

向

精

村

見

上

川

向

田

叫

♂

回

諮

問

藤

口

何

日

間

酉

ザ

向

名

水

深

木

膝

門

橋

ザ

同

村

内

海

藤

野

胡

井

持

品

田

木

子

名

畑

藤

多

国

一

片

池

竹

徳

松

阪

鳥

丹

伴

宙

滞

情

八

今

雨

中

郷

秋

井

石

今

池

山

一

品

浦

大

問

問

問

落

川

河

河

片

小

阪

作

新

品

川

末

鈴

竹

高

高

高

鳥

中

中

中

永

丹

伴

箆

藤

藤

田

担

牧

松

宅

入

呼

新

古

本

内

本

士

口

一

員

役

一

長

長

長

事

務

記

記

記

記

記

計

計

目

前

輪

斡

斡

職

員

部

-

合

合

議

終

合

開

制

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

続

編

縞

縞

許

同

悶

悶

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

周

同

問

問

向

問

問

同

同

同

縞

同

同

同

同
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合卜 lIii! 

4 陥 7]!. iui  I胡

2 隊司王百il 尚1

l 階平副問

地階 21'- iui 悩l

スウイス災禍保雄ビ) J ，. i S. U.V. A. ハウス」

スウイス聯邦の首都ベルンの著名な新建築は 同園

人ザル ヒス ベルヒ氏及 びブ レヒピユ ール氏に負ふ所

が多い カ; 此のズフア ハウ スも 閑人の注文言十に なる もの

である。

ズフアハウ スは角地 を巧 に利用しに扇形のプ ラン

で、 2 階以上の事務室は 中廊下の雨側に並ん でゐ る

か ら、採光は各室卒等である 。内庭は庭悶 として役

立つ外. 商 j占. 倉庫への貨物の運般明 とな れ 下は

自動車庫に利 J1J され て 50 哀の 自動車を容れる 事が

出来 る。

主主物の間側の階段室は遠くか らも之を?知る事が出

来 て、中央人 口の混雑を緩和する事がl到来る D 右 手

の階段は 同時に皆r : ili の[1・宅に 通 じ、叉階段に接す る

自動車の出入 口は地盤の差 に依て地下室の車山 と同

一平岡iになってゐる。 1 階的山はが) 1. 5 米 前 町 に出

張1つて ゐ て コンクリ ート のがt を もち、 ショウ ウイ

ンドウ の jてから も光が入る から伎 を川ひ る必要がな

いコ 2 附以 上G 階までの司'i J知事iはIl¥l 1- 1: 切を随さ に盟、

更 する 事 が ＡＭｉ ｾ 来 、 Ｒ 階 ス ウイス 、 災帆 Ｑ 来 ｻ免の 事務 所

がある。

構造は純餓筋 コンク リート '円・絡で 、迂lit持|百壁 l立保

i.Ei t  j J の大きい軽石 コンク リー トに 3 ［ｦｊ Ｑ ｲＮ ｊｾｩｬ の イ タ リー

l主トラパ ーチンを張つで ある。イセ宅 O f! ilJ e 内庭に 商

し?こfJ :1函は打ーち散しの上に前 (1の純物 性のペン キを

塁走つ であるから 、仮 枠の跡がすけ て見える。窓は木

枠で卒町、 建物のヌL味は只外音1;の位 仕上の時につけ

られ 、且つ 、窓の大 さ、 位の間陥等が すべて等 しい

か ら、丸い建物 で も決して皐似が高 くなっ てゐない。

l 立 方米の間約 64 フラ ン、建築期間 14 ヶ月。、

( ) [ c t! er r. e  J-l " uf， " " 1: "1 ，rl よ り 本 多正道〕
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フイラデルフイヤ貯蓄銀行ビルデイン

グ

Ｑ 出 新ょにして最白 川的控 訴とと ｴｩｾ せら

れて) ，' ; る 。正t築の仰較的手法 j) ; 先企に

1!!¥脱されに 131;で、J}，I.ずEアメリ ブJ の事務

所建築としては珍 らしい例で ある。 口

光は1¥' 1I庄の聞 から 附まで行事法る岐に

設計されて尻ーるし 、ヱーヤ ・コンデイ

シヨ= ングの設備も完備されて) ，';-る。

エ{ ヤ ・コンデイシヨエングの完備

は事務所の借手に取って一つの魅力で

あるが 、こ の建 築の今一つの魅力はそ

のプランである。

外柱は壁のタトftWにt-J '， して安内 の l副主12

カヲ; 立がれることを臥; ぎ 、内部の; j :J :はお

務室の配置に多〈 の極頼が出来る掠に

排列されて居る 。

v  7 8  
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ー［外翻 ｩ 建物 の下部銀 行 の部分は日 Ｇｴｾ 、

滑かな面で. l j I ( !及ひ 、角{ t >丸 めて柔かl沫

{ t >持?こせ?こ の に射して 、上官11貸 事務 所

の部 分 は紋仙 のお止を誇 張 し、同 し、JlL] f内

い取扱 ひ を して居る 。

色 lこ就いて言へ ば 、 上 部事 務 所 の 各

窓間 の ｾＨ ｉ 守 色に到して 、下 ｆ ， ｬｬｴ 立県待 ＱＱ 肢

を用ひて白 Ａｊｩ 然 Ｑ］ るｾ Ｎｊ Ａｊ 日を示して ｪ､ る ｯ

ｾＡＡｾ袋詰 ｬｩＮ 技術 の優 秀 Ｎ 柿匙 の 介 理化が

今 日 までのア メ リカ建築 の 装飾 的技巧

を凌ｘＡＮｾして対る。

玄ｾｾ Ａ ｉＡｓｾ間 ｌｴ ｾ Ｇｾ さ ＵＲ 択あり 、 話路側

は I .: 大な窓になって居る。 11'.入 r1の外

廻 は県側 ｊｊｪｾ で 作ら れ 、 ｷ 三及サインの文

字のＮｪＺ Ｗｾｪ￟ はステインレ ス ・ スチ ー ル で

出来 てJl1r る。サ イン の文字の表 l日は |三l

色 の オーパル ・プラスを蹴 め、 r!1に正L

q<1( Ｒ ｾ＠ J1.j- の相 補 子のサ イン ・パルプが入

れられである。

2 階 の銀行室に遇するエスカレーグ

ー ・ロヴビーは可及的多〈 の外光 が入

る様に 、狭 い シャフ トの 様に 1- 2 階

打抜いである 。

官 管 楽 室

S 階 段 室

この ロツピー の銀 行 室 の 側の壁は 黒 色 大 理 石 で

張 ら れ、 その上にE 大なプレイト ・グラスの 窓 が

あ れ その反撃J 側の 壁は友色の大理石で張られて

居る 。階段の突き 首りの壁は黒色大理石張、 その

銀行室に近 い 角は方向 を指示する需に l怒のコ ー プ

に依って! ! ( { ， I切されて居る c

エスカレータ ーの架 構 及階段の手間もス テイン

レス ・スチ ール製である。

銀 行 位 業 室 床 は 攻 白 色で ある D 窓の聞の柱 及 窓

下 の政 世 に 南北 二 ダIJ の澗立桂は 泉大理石張 、残 徐

の二つの明間は一部 を 除 〈外殆んど全〈 白色であ

る。白と思との到ＮｉＡｾ ｾ の 間に ス テイ ン レス ・ スチー

ルを配して配色の妙を得て居る。

十分にが'f かれに. ¥1，t 商 に於ける反射作用は彫刻の

ない l工大な I国の持つ重厚な感じを10/( 消 す る の みな

らす¥ 以外の辿物を反射して暫時枝子IJ の 存在 を 忘

れしめる ことさ八 あ る。

天 井 は 音 響 調節板を張り 、次 色のペンキ主たであ

る つ 天井 の ｬＡ ｻ ｾ ¥l ，月i! E J にはエ ーャ ・コンデイシヨ= ン

グの!次1f:1，口が隠されて居るが 、 この部分も や は り

音響的に 取 扱 lまれ鈍調な褐赤色のペンキで塗ら れ

て居る 。

皆 業主 の下 部は泉大 理 石 張、営 業室 の 設備 は 全

部 次 色 エ ナ メ ル 焼J付げにステインレス ・スチ ール

の装 飾 が 附 り ら れ て あ れ 家 具 は ク ロ ミ ウ ム 製、

青色 レ ザ ー張である。

CArchitect ur: :d  F oruru詑より 新名穏失〉

7 9  v  
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九、
園、、・

曾 プ ロ セ ユ ヤ ム

R. K. O. 劇 場

ニュー ヨー クのロックフエラ ー・ センタ

ーに於いてラヂオ及テレビジョンを中 心 と

する各種の建築を集めてラヂオ ・シテ ィな

るものが計聾されて居る。共のＲＮｦｾ 8 枕鮒で・

あるR . K .O. 劇場はラヂオ ・シティ 中最初に

完成 されに建築で ある。

外部j皮廻及大窓の周| 中1は花 i謁岩、上部は

挽割り の軟質組商の石次岩で仕上げられて

居 る窓格 子、パラペッ トの装飾奈は金属の

庇やサ インな ど〉調和 を取る震にアルミエ

ユム を用ひ であ る。

二つ のi苓は冷房装置及防火用の水槽を 隠

して居る 。大 窓のサッシユ の 間にはＡＡ日 ｉｾ が

仕込まれて 二重に照される様になって居る。

( Arueri can A ，. chit ect誌よ り が「名 種夫〉

81 v  



チューリツじの幼稚園

ケ ル マ ン ・ ホ フマン

( チユーリツヒ 〉合 作

卒 面IQI にでわかる如

〈鍵の手にとりー認に

八墜級八室を並べ 、他

契に1:: 食室、保姉室、

手洗ｾ等の管理部を配

置す。見lli 室は絡諮か

げ黒彼等に利用す る鴬

Ｔ こ 壁間ｾ， ＧＱＧ ，米得る限り

多〈とり、 その翁に断

面l国及上|函l児iil 室のご

主〈 特 種の保光方法を

周ひてゐる 。児童室の

前庭は即 ち遊び場で室

主の聞は充分大きなス

ラ イ ヂ ン グ 扉ｾ 用ひ閉

口部全間金開校 して室

の内外 の差 別 ｾ ｾｈ 来得

る限 り無〈してゐる。

v  8 2  

0・ t t - 怒郊のあ る繁

e・ 遊び場より見 ]' ir:

議 を み る

関i 而 附l

f ]_L  I !  T :  :l l  .T I  iT ;  IT  IJ τ T1司 ，
-1 L一二 n  i l _  1/ _  _! ' I l '  fI H  -n - - - - - v- - r;  n _  I  11  " l 重一一占ー」ー」ー

司王 国 闘

( Der  Baumei s(er 誌よ り 東畑謙三〉
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$ ア ル ミ ユ ユ ーム 、 スタ ｹ フ・工 場Ｈギユ ｹ テノレスター ｬ ｾ )  

リ包ヤー) [ . . ド・へツ乙ラーの新作品 一回
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合 向 日葵の都議

曾 砂草の1rH答

$  鋭 Z江? 花の花狐F を除 いたも の

v  8 4  

自 然 の 建 築

植 物 は装飾的に 、而 も 目 的 を 以 て 形 遣 られ た建築 と考へら れ

る。 生存競寺子に 好椛合な形と なる 鴛 l亡、植 物は主主築家建の 知っ

て居る多 くの法 lt ll に従って、成長と共 に幾つ かの単位に区切 ら

れ而も 各E別立がまf 用 と使宜 と を 満 しつ L 最高の草草術的な形態 に

統ーされて居る。

建 築 家 であ り、聯妻II 設立のペノレリ γ の純粋及徳用君主術母性校の

教師lであるカ ール ・プ ロツスアエノレ ト教授は 、 直 接 自 然 よ り 撮

影したまｾ Ａｔｴ ｾ長を建築家ゃ設計 家 の銭 に 提 供し て 居る が 、 乙 ζ に

示 すn例の大7信分は彼の 二冊 の著書の中に示 されたもので 、原

因 から複 1); した ものである。

人間が初めて意 識 的 に住居を ruてた原始の背 よ り、 自然は建

築 の 形 態 のょ に大きな影響を奥へて来た 。 '6i'・初 は木 材 P 石 材 や

*Ii 士号宇の格・治 m材 が 匙 築 の形態を決定した ものだ が. 人 間 が 建

物 を袋官 ｾ ￎ すると言」、 ζ とを始 め ると 、槌 物 や 動物 の 形が 屡々 前 Ｑ Ｑ

秘 的 な意味で川ひられた 。現 代 建 築 家 はと う したも のには反釣

で あ るが 、粉 巧なm反機を J !J..;、る ζ とに依っ て、古 い 体 統 を 無

視 す る新 しい建 築家 、及 古 v 、形態 か ら新 し い 取 扱 を 求 め ん と す

るi ! f 型 の設計家 の何れをも、同じ く感嘆 せ し め る 様な美を植 物

の生活の r!r に数 多く 見出すと 言」‘ こ とは、現 代 建 築 家 に もなし

得る ことであ る。而 もこ れ 等 の研 究 の中か ら、壁 紙 や級自宅ゃ長毒

物 や彫刻や その他 各 種の構 造形態 の3・I際設計の素材を 見出す ζ

と もあ り得 るわ けで あ る。 何 時の 日か建築 家 苧設計者逮がとれ

絡 の 美 し さを認 め 、 ζ れ等 を 各 方 面 に使 川l する 様 な 時が来 れ ば

てやであ る。

f市街 の組 物 名 は 泊s. な諜誌 の附かないものは原誌 の 餓 に 残 し

て お いた。 ( Alll el' ic :l 1l A l' chi tect i誌よ り 新名鶴夫〉

$  大 多 の穂 先 思 ア ネ モ ネ の 楽



倉 すぎな

曾 プ ラ キ ボ デ ィ 中

ム ・デ ィ ス F

• 7 アセ リヤ ・コ ン ゲ ス タ の 鈴)!X の ;{E

倉 すぎ ぽ 倉 剰 の Ｇ ｣Ｑｾ と材業

思 アメ リカ花 の羊 歯 の 若 葉

倉 石蓮華 倉 山系策
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l 入 口 2 外 套 * 3 主 人仕 事 害-

4 主知 * 5 居 /li l  6 食 堂

7 テ レ ー ス 8 配 勝 箆 9  ｾ短 所

10 食 事 案 II 階 段 12 杭 口

13 小供外談室

v  8 6  

テオド J!- ・メーリ J!-

濁逸ケJ!- ン作

新感費美と太陽は次の住宅へ

の第一歩であらう 、 そこで狙

つ? このがこれであ る。

( Der  Baumeister 誌 より 〉
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大B良家業セメント株式雲市E

Z民 社 大阪商主区堂邑京宣ニ" ' 5 " 白 ，

電話: 1 t ｾｉｉｏＮｉｉｉＮＱＱＲＮＱＱＳ ￦Ｎ＠
三担保 ス 随 所 港 区 南 慰 問aas
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線量土製ゴム床txは既に数多の官街、

舎量士、汽高官t立に踏家庭に敷込まれ、

快適なる其の感じ I: l : 御使月J 家各位の

御 満 足 御 賞E貨を待つ L あります。

御必要に際じ何時にでも 配 員を妖し

詳細に亘り御要求事項を御説明申上

げます。

ダ ン
。、コ

フ 5蓑 議 床 敷



( 絶版 ) lihl 束ー震 火災 現 察 記 震災直後本協合員の税祭報告集 定憤 3.50 固 ( 送 料 12)

( 絶版)
住 宅 懸 賞 園 案 集

サ/' . . - ーハウス 、貸長 E買の懸1を
定f買 100 岡 ( 塗料 10)

l翻案集

( 絶版 ) 婦 人 の 住 宅 知 識 空 会 : 符 な る 住 宅 の 務 設 を 蒐 定 債 1. 00 困 ( 主主料 10)

新 刊 世 界 最 近 建 築 園 集
欧米尖端 の新怨築の官民集 定債 0.50 固 〔 迭料 8)

三 版 主事 校 建 築 園 集

幼稚側 、小 尋主役 よ り火接校十こ ｾ ｊ
定債1 . 00 固 〈迭料 18)

る迄 の務主主の挙校を綱縦す

新 引l
最 近 建 築 懸 賞 園 集 東 京 税 博 物 館、東京美術館広

定 債 070 岡 崎 料 10)人合だ館G 、臼本生命官官等の東洋経

lJ.i<を 調とせる大建築懸賞院lL長

( 絶 版)

記 念 出 版

集 工費2500闘 以 内 削; 30坪以内の

イ主
-tムー-

間 案 小住宅懸賞悩Lm
定償 1. 00 困 〈 迭 料 10)

近 刊

記 念 出 版

大阪の地質を 500 箇品rr に豆 り調

定債 3.50 困 〈 送 料 12)
大 阪 市地 質 調 査 園 表

査したもの

近 刊

記 念 出 版

集 工費2町 民1以内匙坪;;0坪以内 の

定債 1.00 固 〈送料 1コ〉

績 住 宅 園 案
小f主宅及向上の護所臨lt長

日 本 建 築 協 舎 を達行

大阪 ・北区 ・朝 日ピル

責 捌

柳 々 堂 書 底

銀 替 口座大阪 39975

九 善 本 支 底

リ ン タ ー 錠純 園 産 日 金 印 シ

御
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越
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役 員 舎

常 務 曾

.. 
E ヨ 報

1 市 街地 建 築 物 法 令 出 版 の件

l 塗工之魁新聞社より申出に係 る懸賞主主

集 務 査 員選 定 の i牛

時 昭 和8年4月4 日午後6時一 同7時 30分
! 日本 ボル トランドセメン ト業f支術舎 よ

り日司令 に係るま1M骨案の件
所 建 築 協 合 別 室

出 席 者 理 事 池 凹 監 事 松 家 主 記 丹 藤
l 見 拳委 員合 より報告に係る東京 方 面 見

ｾ ｾ のｦＧｉＺf宇 野 富 士 問 主 計 浦 清 水 八 木

紛 糾 今 林 中 村 掲 悶
l 令 員詮1 mi

議 事 l 教 化 委 員 合 よ り 報 告 に 係 る 研 究 事 項 及 報 告
1  Ｑｾ ｾ 設 法 制、主主化 、材料、災害強度苦手

員合
合 合 定 例 日 の 件

1  : ! i 藍ヱ之魁新聞耐: より申 出に 係 る 懸 賞 募

集主主料競技合審査員選定方の件

l 紋丘土地建物株式舎量士市出に係る『仲

び行 〈 家 の 展 覧 舎』 に 協合 物 品 借 用 方

の 作

l 都 市 計鐙委員舎より大阪館前の地E i t . : 主主

到! j 足主主に闘し j懸賞募集の件

! 日本ボル トラゾ ドセ メン ト業技術合よ

り照 舎 に 係 る 規 椅 案 に 闘 す る 件

l 大 美 野 位 博 協 合 出 品 佐 宅 賀 却 の 件

l 舎 員 詮 衡

曾 員

l  特設 株 孝 大 合 委 員 合 報 告

l 記 念 見書記、阪平r I 住宅得、瑞 光 住 宅 博

委 員 合 報 告

曾 員 動 静

韓 勤 轄 居

西 村 安 彦 君 兵庫! 日系武 庫 郡御影町郡家堂/ J l百18

5 ノ l

報 告 l 常 設 都 市 計 鐙 、教 化、設 備 委 員 合 経

過 報 告

E事塚 義一君主 東 淀 川 底 下新 庄6 0 3

阿部
民主主l 府下中河内郡掬力村小菊江 '1'3

時

所

l 特 設 百 貨 賠 建 築 、春 季 大 合 委 員 合 絞

過報 告

1 記 念 見 撃、阪 利上野 芝、端j光: 位宅博

委員舎経; 盈報告

1  2月分 合 計 報 告

常 務 曾

昭 和8年4 月1日午 後7時一 同9時

建 築 協合別 室

前l'谷 野rー 君 岸 羽11Ili1i桝nl T40

石 田 信 夫 君 天王弓¥"'ill. 悲川1佐町3

矢 木 英夫君 東区五( 橋2 京 阪 ピノL 矢木英夫主主築

事 務 所

松浦基 二 君Ｊｾｾ川区元今里 Ｑ ヒ ｩｦｦｩＲ ノ Ｔ Ｙ

曾 員( 地 方在 住〉

高橋籾太郎君 東 京 市 荒 川 区 滋 溢 町 1044

岩 橋 楠松沼 愛媛l係新居沼町惣防J住 友 !肥料製造

所

出席者 理 事 池 回 竹腰 監 事 街 、 政 松 笠 原 岡 俊 雄 君 東京 市 荏 原 匹小 山 PI ) "506

主記 伴野 Zf土 問 主 計 浦 編 輯 。柳 原 義 平 沼 町山J孫、井波町本 1'8"4 井 波騨A 比須

中村 頻i 回 湯束

議 事 l プルノ ー タウ ト氏来阪に付建築務自立合 喜 多村義雄君 東京 市 品川匝五五反問 I ノ25 1

開催 の件 。鈴 木 111君 東京市部品谷直千駄ヶ谷 i ノ341

1 都市計強委員合よ り大 阪 際 前の地 直 撃 。積回 日出 秘君 成 品 l係芦品郡府中町役場内

理 促 進 に 闘 し懸 賞 募 集 の 件 終 身貨 助員

l 建 築 接 合 よ り! 照舎 に 係 る 諮 負 契 約 書 及 I 作 山 義問君 東 京 市 世 間 谷 区 玉 川奥 深町2 ノ630

建 築工事 請 負 規 程改正案に御する件、 特 別 賛 助 員

8 9  v  
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口 樹 k に来rr終日央ゆる庭早や夏めく風の通ひ

* る時候となりましに。本月は枇合施設に

闘する建築のね特で あ ります。純米はill 築

の一大剖(r"] ｻｴ＾な すで あらう 所 のｊｩ ＮＮＨ ｱ｛ＨＡ ｊＺＱ ｟ｾに立

るもので内界も新らしきにり挫築家にとっ

て興味深いものでありませう。それにり編

Nにも 'i1. が折れました 。

口大阪では市の笛土岡氏に 御!，yj j し、 併設は

新名氏を却はし、 京都では三橋氏、 ni JI J戸で

は草案島氏並に央I口氏と各 k 御| 白{ 倒を掛けま

しに 、最ー後に祉合局技rr Jj i中村11氏の後援を

得て完成 するを得ましに. 間兄に感謝いに

します。

口縁組以上に材料が] 止まり 3iZ大なもの とな

りました 、必するや諸兄の御満足{ t > 得るも の

と信じますが、質は内容将j k 不統一の嫌な

きにめらざるは自ら認めて居ります 、必す・

入れるべくして載せ能はぎりしも の も多 k

建 築 と 祉 審

第 16 輯第 5 鋭

本践に限り特使八拾銭

毎月 l即 l 日後行 定 俄 l加 .501問〈郵税 2 銭〉

12) l/} 6. ∞U-1IC悶 24 銭〉

昭和 8 年 4 月25 日印 刷J) JI百干日 8 年 5 月 1 日強行

炎行 ・編枠 p  

印 昂J) 人 ｭｾ＠ Jr1. 陽

兵庫県系武庫郡今津田f 浦 風56番地

印 刷 所 大 阪 市 版 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7-'1住地

五重行 lfr 問 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝 日ピル

電話長本局(23)4500杏 (6)

指替 口座央阪39975番

特 約 版 賀 底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 宮 京町姻諸君子板僑北

電 話 土 佐 堀 2440毒

指替 口座ｾ 阪 加 ＸＴ 苦手

禁 輔 載

本誌に鵠載せ るも のは 、一切とれを無断にて

制裁し災 は1(l_ 行本に上梓その他の複製 行2誌を

な す と とを 禁ず。

あり 、叉左迄の もの も混入して居ります、

忙しい月刊雑誌 として止む営得5 るも の と

御覧森町jひ? こし若し車行本として現はれ

る機あらば、 その時は完115のものとして待1I

目に入れ1こい考であります。不備の貼御教

示蹴ひたいと存じます。

口強行が非常にuれてイIIHことも Jll 諜ありま

せん。材料の整理に手間吸って居る 内に、

新興住築展{ t >!m日合館で催すことになり (1']

にも斯にも動 きの取れぬことになりまし 7こ

口建築法規集. ボーリング闘表、松H: 宅 I@I

策集と机の上に山到する銚事業に河I! 訟の大

谷闘で あ ります、重ねて諸兄に Ｊｾ ｊｴ ｊｬｬ しま

す。

口 プルメ ・タウトJ . __cの米朝に 、住宅 1'8- 見合

に首協合T;ijj止合的に認めら れ重んせ' られて

ゆ 〈のは菩ばしい事主主であ ります。

( 高橋栄治〕

慶 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 回 15.00 

一 一一一一
普 泡 I z 頁 I 1 凶

九州戸 I 1 頁 I 1  ful  

背抽出曲一通 I  1 頁 I 1 回

、闘将司¥U4rJ. " ， 

8.00 

45.00 

40.0a 

{L J } 日:[互 l三E

ア Ｈｲ ｰＭ ｾＯ I す頁 I 1 凹 20-∞ 

表 紙 2 I  1 頁 1 1 巨1 1  6000 

，- - - - 一一
表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 45.00

一 一一表 紙 4 I  1 頁 I 1 凹 | 印 .00

一 一一一建築事務所長生 1 1 欄 I  1 凹 I  15 0  

一 回 一一
ｻ 忍 ｾ買怪猿骨量内Ｉ I  I 欄 I  1  回 I  5.00 

御 注 文

御 注 女 は す ペ て 前 金 で 本 合 直接 又は特約応へ

銀替貯4a 父は総務で御挽込を願ひます郵券代

別は ー制 JI1、代s i l ! 引換はお断 り童文します。
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